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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成１８年１０月１９日（木）午前１０時　３分　開会

　　　　　　　　　　　　　　午後　４時３７分　散会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長� 嶋野浩一朗 � 副委員長� 川口純子 � 委　　員� 森西　正

委　　員� 藤浦雅彦 � 委　　員� 石橋徳治 � 委　　員� 山本善信

１．欠席委員

なし

１．説明のため出席した者

市　長　森山一正� 教育長　和島　剛

教育総務部長　羽原　修� 同部理事　福元　実�

同部次長兼総務課長　馬場　博　　　同部参事兼学校教育課長　大路　守

総務課参事　岩見賢一郎� 学務課長　田橋正一� 同課参事　北野人士

学校教育課参事　前馬晋策� 同課指導主事　筒井　豊� 同課指導主事　宮地　仁

人権教育室長　平松直樹� 教育研究所長　山本　泉

生涯学習部長　奥田秋広� 同部次長兼生涯学習スポーツ課長　中岡曰生

同課参事　田川昭義� 青少年課長　池上　彰� 同課参事　小林寿弘

市民図書館長　高山真弓� 同館参事　高田繁夫

１．出席した議会事務局職員

事務局長　岸本文夫� 同局書記　中井真穂�

１．審査案件

認定第１号　平成１７年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分
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（午前１０時３分　開会）

○嶋野委員長　おはようございます。

　ただいまから、文教常任委員会を開会

します。

　理事者から、あいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　委員会開催に当たりまして、一言ごあ

いさつ申し上げます。

　本日はお忙しい中、委員会をお持ちい

ただきまして、大変ありがとうございま

す。

　本日の案件は、平成１７年度の摂津市

の一般会計の決算認定の件所管分につい

てご審査をいただくわけでございますが、

どうかご認定賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

　なお、ご承知かと思いますけれども、

助役の方、少し体の調子を崩しまして委

員会には出席できませんけれども、教育

長また担当部長等々、しっかりと答弁を

させますので、どうぞよろしくお願いし

ます。

　私は退席をいたしますけれども在庁い

たしておりますので、どうぞよろしくお

願いいたします。

○嶋野委員長　あいさつが終わりました。

　本日の委員会記録署名委員は、森西委

員を指名します。

　暫時休憩します。

（午前１０時４分　休憩）

（午前１０時５分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　認定第１号所管分の審査を行います。

補足説明を求めます。

　羽原教育総務部長。

○羽原教育総務部長　それでは、平成１

７年度摂津市一般会計歳入歳出決算のう

ち、教育総務部が所管いたしております

事項につきまして、決算書に従い、補足

説明を申し上げます。

　まず歳入でございますが、決算書３６

ページ、款１３、使用料及び手数料、項

１、使用料、目６、教育使用料は、学校・

幼稚園の敷地内にある電柱等用地使用料

と幼稚園の入園金及び授業料による収入

でございます。

　続いて、４０ページの項２、手数料、

目６、教育手数料は、味舌東小学校及び

鳥飼西小学校の隣接地との境界明示手数

料でございます。

　４２ページ、款１４、国庫支出金、項

２、国庫補助金、目４、教育費国庫補助

金の主なものといたしましては、幼稚園

の就園に係る保護者負担の軽減を図る国

の補助金、鳥飼西小学校及び摂津小学校

の耐震補強工事に対する補助金、鳥飼西

小学校のトイレ改修及び第二中学校のア

スベスト除去工事に対する大規模改造工

事補助金、要保護児童・生徒に対する就

学援助費補助金などでございます。

　このうち、就学援助費補助金につきま

しては、国の三位一体の改革により、準

要保護児童・生徒援助費国庫補助金が一

般財源化されたため、平成１６年度決算

と比べて大幅な減額となっております。

　続きまして、５０ページ、款１５、府

支出金、項２、府補助金、目８、教育費

府補助金の主なものは、総合的教育力活

性化事業補助金、小学校での来校者受付

員配置に対する学校安全緊急対策事業費

補助金などでございます。

　５２ページ、項３、委託金、目４、教

育費委託金は、適応指導総合調査研究に

係る委託金、「自学自習力育成」サポー

ト事業に係る委託金でございます。

　５６ページ、款１９、諸収入、項３、

貸付金元利収入、目１、奨学資金貸付金

元金収入は、奨学資金貸付金の償還金で

ございます。
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　最後に６８ページ、項４、雑入、目１、

雑入、節１、雑収入のうち、主なものと

いたしましては、学校事故損害賠償請求

事件の判決に伴い支払った賠償金に対す

る保険金及び学校給食費負担金等でござ

います。

　次に、歳出につきましてご説明を申し

上げます。

　まず、２０６ページ、款９、教育費、

項１、教育総務費、目１、教育委員会費

は、教育委員に係る諸経費で教育委員の

報酬がその主なものでございます。

　同じく２０６ページの目２、事務局費

は、教育委員会事務局の運営全般にかか

わります経費で、主なものといたしまし

ては、事務局職員の人件費のほか、２０

８ページの節７、賃金は、障害児介助員

や校務補助嘱託員の賃金等でございます。

　節８、報償費は、新１年生の入学祝い

品のランドセル代及び学校安全管理受付

員の個人ボランティアの方への報償金で

ございます。

　また、節１１、需用費、消耗品費の主

な内容は、小学校受付員配置に伴う安全

対策の物品や安全対策事業といたしまし

て、児童に貸与する防犯ブザーの購入費

でございます。

　節１３、委託料の主な内容は、シルバー

人材センターに委託しております交通専

従員の経費、各学校等教育施設の文書集

配に係る業務や各小学校に配置いたしま

した学校安全管理の受付員業務、吹付け

アスベスト等の調査などの経費でござい

ます。

　続いて、２１０ページ、節２１、貸付

金は、経済的理由により高校進学が困難

な生徒への奨学資金貸付金でございます。

　次に、目３、教育研究所費は、教育研

究所の運営に係る経費で、主なものとい

たしましては、適応指導及び教育相談に

携わります教育指導嘱託員に係る経費、

自宅から出られない子どもに対して、大

学生のさわやかフレンドを家庭へ派遣す

る経費などでございます。

　また、２１２ページの節１９、負担金、

補助及び交付金のうち、教育研究会補助

金は、連合水泳大会や連合音楽大会及び

教育研究会の活動に要した経費でござい

ます。

　同ページの目４、教育指導費の主なも

のといたしましては、子育ての悩みや不

安を抱く家庭を支援し、子どもの学校生

活を充実させる学校・家庭連携支援モデ

ル事業の経費、小・中学校に英語指導助

手などを派遣する国際理解教育推進事業

に係る経費、学校体育振興事業の経費、

児童・生徒用副読本や教師用教科書及び

指導書の購入費、特色ある学校づくり推

進のための補助金、教育課程研究開発委

嘱校への補助金などに要した経費でござ

います。

　続いて、２１４ページ、目５、教育推

進費の主なものといたしましては、中国

帰国子女等への日本語指導や土曜つなが

り推進事業における指導員の配置などに

要した経費でございます。

　同ページ、目６、人権教育指導費の主

なものといたしましては、人権教育につ

いての管理職研修、教職員研修などに要

した経費などでございます。

　同ページから２１８ページにわたりま

す項２、小学校費、目１、学校管理費は、

市内１２小学校の管理運営に係る給食調

理員、校務員の人件費、施設整備維持補

修管理及び消耗品、備品等の購入などに

要した経費でございます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、教科用や通常の学校管理に必要とな

る消耗品費、施設維持管理のための光熱

水費や修繕料、電話等の通信運搬費、そ
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の他施設の維持管理に必要な法定点検等

の委託料、休日や時間外の学校管理委託

料、小学校コンピューター事業に係る経

費、学校用地の借地料のほか、２１８ペー

ジ、節１５の工事請負費は、味生小学校

に係る転貸地家屋の解体工事に係る経費

でございます。

　また、節１８、備品購入費は、平成１

７年度で完了する新ＪＩＳ規格の机、い

すの購入を含む管理及び教育用備品、図

書の購入などに要した経費が主なもので

ございます。

　同ページ、目２、教育振興費の主なも

のといたしましては、卒業記念品の購入

費、理科教育等の備品購入費、要保護及

び準要保護児童に対する扶助費などに要

した経費でございます。

　目３、保健衛生費の主なものといたし

ましては、小学校の学校医、学校歯科医、

薬剤師の報酬、児童及び教職員に対する

各種健康診断等の報償金及び委託料のほ

か、２２０ページでは、学校管理下にお

ける事故に対応するための保険料分担金、

準要保護児童に対する医療費扶助などに

要した経費等でございます。

　なお、節２２、補償補填及び賠償金で

は、歳入でもご説明申し上げました学校

事故に係る賠償金を計上いたしておりま

す。

　同ページ、目４、学校給食費の主なも

のといたしましては、臨時給食調理員の

パート賃金、給食に係る材料費、衛生管

理の委託料、給食調理用器具費、準要保

護児童に対する給食費扶助などに要した

経費でございます。

　目５、養護学級費は、各小学校の養護

学級運営に要した物品や備品の経費でご

ざいます。

　次に、２２２ページ、目６、建設事業

費は摂津小学校並びに鳥飼西小学校の耐

震補強及び施設改修に要した経費でござ

いますが、鳥飼西小学校に係る一部の予

算を平成１８年度に明許繰越をいたして

おります。

　同ページから２２４ページにわたりま

す項３、中学校費、目１、学校管理費は、

市内５中学校の管理運営に係る校務員の

人件費、施設設備維持管理費及び消耗品、

備品等の購入などに要した経費でござい

ます。

　人件費を除く主なものといたしまして

は、小学校と同様に教科用や通常の学校

管理に必要となる消耗品費、施設維持管

理のための光熱水費や修繕料、電話等の

通信運搬費、また施設の維持管理に必要

な法定点検等の委託料、休日や時間外の

学校管理委託料、中学校コンピューター

事業に係る経費のほか、２２４ページ、

節１５の工事請負費は、第二中学校のア

スベスト除去回収工事の経費でございま

すが、その全額を平成１８年度に明許繰

越をいたしております。

　また、節１８、備品購入費は、管理用

及び教科用備品、図書の購入などに要し

た経費が主なものでございます。

　次に、２２６ページ、目２、教育振興

費の主なものといたしましては、卒業記

念品の購入、理科教育等の備品購入費、

要保護及び準要保護生徒に対する扶助な

どに要した経費でございます。

　目３、保健衛生費の主なものといたし

ましては、中学校の学校医、学校歯科医、

薬剤師の報酬、生徒及び教職員に対する

各種健康診断等の報償金・委託料、校内

及び学校行事の事故に備える保険などに

要した経費でございます。

　目４、養護学級費は、各中学校の養護

学級運営に要した物品や備品の経費でご

ざいます。

　同ページから２３０ページにわたりま
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す項４、幼稚園費、目１、幼稚園管理費

は、市内３幼稚園の管理運営に伴う幼稚

園教諭の人件費、臨時教諭賃金、施設設

備維持管理費及び消耗品、備品等の購入

などに要した経費でございます。人件費

を除く主なものといたしましては、小・

中学校費と同様に施設維持管理のための

光熱水費や修繕費、施設の維持管理に必

要な法定点検等の委託料、園児送迎用バ

ス運行委託料、園務員業務委託料、保育

用備品や図書の購入などに要した経費で

ございます。

　２３０ページ、目２、教育振興費の主

なものといたしましては、幼稚園教育の

振興、奨励と保護者負担の軽減を図るた

めの保護者補助金などに要した経費でご

ざいます。

　目３、保健衛生費の主なものといたし

ましては、幼稚園の園医、歯科医、薬剤

師の報酬、園児及び教職員に対する各種

健康診断等の報償金及び委託料などでご

ざいます。

　以上、教育総務部にかかわります平成

１７年度決算の補足説明とさせていただ

きます。

○嶋野委員長　奥田生涯学習部長。

○奥田生涯学習部長　平成１７年度摂津

市一般会計歳入歳出決算のうち、生涯学

習部が所管いたしております事項につい

て補足説明を申し上げます。

　まず、歳入でございますが、決算書の

３６ページ、款１３、使用料及び手数料、

項１、使用料、目６、教育使用料につき

ましては、柳田・くすの木公園の両テニ

スコート、青少年運動広場、温水プール、

鳥飼・正雀・味舌・味生の各体育館、学

校施設、スポーツ広場、公民館の各使用

料、及び学童保育室の保育料でございま

す。

　５０ページ、款１５、府支出金、項２、

府補助金、目８、教育費府補助金につき

ましては、学童保育室の運営及び施設整

備、子どもの安全見まもり隊事業や青少

年リーダー養成事業、そして子どもフェ

スティバル開催事業や子ども展覧会開催

事業等の地域親学習支援事業に対する補

助を受けたものでございます。

　６８ページ、款１９、諸収入、項４、

雑入、目１、雑入につきましては、芸能

文化祭出演料、音楽祭審査料、美術展出

品料、水泳教室、各種スポーツ教室など

の参加負担金、市史売却収入などが主な

ものでございます。

　続きまして、歳出でございますが、２

３０ページ、款９、教育費、項５、社会

教育費、目１、社会教育総務費につきま

しては、社会教育委員会議の開催に係る

ものや生涯学習推進に係る社会教育指導

嘱託員報酬、第２次生涯学習推進計画策

定に係る委員報酬、ＰＴＡ協議会への団

体育成補助金や各種負担金等でございま

す。

　次に、２３２ページ、目２、文化振興

費につきましては、市民の芸術・文化活

動を振興し、新しい都市文化を創造する

とともに、郷土芸能や生活文化を継承、

発展させ、市民文化としての定着を図っ

ていくための事業実施に係るもので、音

楽祭を初め、美術展、演劇祭、子ども展

覧会、市民芸能文化祭など各種文化振興

事業に要した経費でございます。

　次に、２３４ページ、目３、青少年対

策費につきましては、学童保育事業や各

青少年対策事業に要した経費で、その主

なものは青少年の健全育成にご尽力をい

ただいております５４名の青少年指導員

の活動や学童保育室の運営に係る経費、

成人祭、子どもフェスティバル、青少年

リーダー養成などの事業や柳田小、鳥飼

北小の学童保育室の施設整備に係る経費
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などでございます。

　次に、２３６ページ、目４、公民教育

費につきましては、家庭教育学級や幼児

家庭教育学級、女性学級の開催に要した

経費でございます。

　同じく２３６ページ、目５、公民館費

につきましては、公民館における各種事

業の企画実施につき、調査、審議を行う

公民館運営審議会の委員報酬を初め、各

公民館の運営、管理に要した経費や各種

講座開催事業、各公民館まつり等に要し

た経費、及び千里丘公民館の管理人室を

創作室に改修した経費等でございます。

　次に、２４０ページ、目６、文化財保

護費につきましては、文化財保護審議会

の開催に係るものや市内の文化財などを

保護、保存するために要した経費でござ

います。

　続きまして、２４０ページからの項６、

図書館費、目１、図書館総務費につきま

しては、古文書の整理等に係る社会教育

指導嘱託員報酬や図書館協議会開催に伴

う経費、鳥飼図書センターの業務を摂津

市施設管理公社に委託したことに伴う経

費等でございます。

　２４２ページ、目２、図書館管理費の

主なものといたしましては、市民図書館

と鳥飼図書センターの維持管理に要した

経費及び図書館の電算システムに要した

経費等でございます。

　また、図書備品は８，２４２冊の図書

購入に要した経費でございます。

　続きまして、２４４ページ、項７、保

健体育費、目１、保健体育総務費につき

ましては、スポーツ振興にご尽力いただ

いております３４名の体育指導委員の活

動に係る経費や社会体育施設運営に係る

施設賠償責任保険料、三島地区体育指導

委員連絡協議会負担金を初め、各種社会

体育団体に対する負担金などでございま

す。

　次に、２４６ページの目２、体育振興

費につきましては、各種スポーツ教室等

の経費、市長杯総合スポーツ大会及び市

民ニュースポーツのつどい事業やトレー

ニング指導業務に係る委託経費、また体

育協会を初めとする社会体育団体及び地

区市民体育祭実施に係る補助金などに要

した経費でございます。

　同じく２４６ページの目３、体育施設

費につきましては、社会体育施設に係る

管理運営経費で、主なものといたしまし

ては、温水プール及びスポーツ広場、各

体育館などの管理委託で、摂津市施設管

理公社及び摂津市シルバー人材センター

などへの委託経費、味生体育館用地に係

る土地借上料等に要した経費などでござ

います。

　以上、生涯学習部にかかわります平成

１７年度決算の補足説明とさせていただ

きます。

○嶋野委員長　説明が終わり、質疑に入

ります。

　藤浦委員。

○藤浦委員　おはようございます。今回

から初めて文教常任委員にならせていた

だきました。どうぞよろしくお願いをい

たします。

　きょうは、いささかちょっと緊張して

おりますが、順を追って質問させていた

だきたいと思います。

　今までに議論が既にされているような

ことを聞くかもわかりませんが、ご了承

をお願いしたいと思います。

　最初に番号を申しますので、申しわけ

ございません。ご答弁いただくときには

番号をおっしゃっていいただいてご答弁

をお願いしたいと、ちょっと私、余りわ

からなくなってしまいますのでよろしく

お願いいたします。　
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　まず最初ですが、決算書の２１２ペー

ジの目４、教育指導費、節１３、委託料

の中で学力定着度調査委託料についてで

ございます。

　これは、平成１６年度から３つの目的

をもって実施をされているということで

承知をしているところでございますが、

１つは児童・生徒一人ひとりで取り組む

べき課題を明確にし、主体的に学ぶ意欲

を向上させること。２番目には、各学校

が基礎・基本の定着状況を把握すること

で指導体制及び指導計画の改善を図ると

ともに、教職員の指導の改善に生かすこ

と。３番目には、本市教育委員会として

確かな学力を向上させるために施策の充

実を目指して調査の結果をもとに、より

一層行きたくてたまらない学校、学びの

ある教室づくりのための方策を探るとい

うことになっております。

　この３つに即した観点から平成１６年

度実施をされて、そしてその結果をまと

められて一度、フォーラムの時に一部公

開されているのを私もお聞きをしました

けども、こういうまとめられたことにつ

いて平成１７年度にどのようにこれが生

かされてきているか。そして、平成１７

年度また２か年目が終わって、さらにそ

れからまたどういうふうなことが、これ

でこのテストの結果でわかったのかとい

うことをまとめていただいてご答弁をお

願いしたいと思います。

　それから、それとあわせて生活にかか

わる調査をセットで行われております。

さまざまに、この調査の生活実態なんか

についても調べられているということで

ございましょうが、そのちょっと項目を

どういう調査項目になっているのか、生

活に関する調査について教えていただき

たいと思います。それが１点目。

　それから、２点目でございますが、同

じく決算書の２１２ページ、同じく目４、

教育指導費の節１９、負担金、補助及び

交付金であります。特色ある学校づくり

推進補助金、これが８００万円となって

おります。この使われ方、予算配分につ

いては、どのように行われたのか。全部

で１７校、小・中学校合わせてあります

が、これは幼稚園も合わせて等分配分と

いうふうになったのか、それとも企画に

よって濃淡をつけられたのか、そういう、

どういうふうな配分方式をされたのか、

ちょっとお願いしたいと思います。

　それから、毎回この冊子にしていただ

いて、こういう冊子をいただいておりま

すけれども、これは中身を見せていただ

いて、それぞれの取り組みがよくわかる

わけでございますけども、これは私たち

見せていただいてますが、何のためにこ

れをつくられているのかということ。そ

して、またこれをどのように、この冊子

を活用されたのか、平成１７年度で結構

であります。よろしくお願いをいたしま

す。

　それから、３番目でございます。同じ

く２１２ページ、目４の教育指導費の中

の負担金、補助及び交付金で総合的教育

力活性化事業補助金、いわゆるすこやか

ネットの取り組みでございます。

　各中学校区でさまざまな取り組みがな

されていると思います。その平成１７年

度における取り組みの実態について、ま

とめていただいて、ご説明をお願いした

いと思います。

　４番目に教育相談事業でございます。

これは事務報告書にいろいろその内容が

書いてありますが、平成１７年度で言い

ますと不登校の案件が１５６件というこ

とでございました。この平成１７年度に

おける全体の不登校の把握されてる数、

そしてその相談によってどういうような
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解決に向かったのか、そういう内容も合

わせて、ご説明をお願いしたいと思いま

す。

　それから、５番目でございますが、決

算概要の１２９ページの教育相談事業に

ついてでございますが、この事務報告書

にもあります、いじめについて、相談案

件が２件になっています。

　近年、非常にいじめについては、全国

的にもマスコミでも問題視されていると

いうこともございまして、どの程度、こ

の教育委員会として、平成１７年度で結

構でございますが、いじめについての掌

握をされているのか。そして、このいじ

めの件数ですね。この２件について、ど

のように対応がなされたのかということ

がわかればあわせてご説明ください。

　それから、６番目、決算概要の１３１

ページにございます学校体育振興事業に

ついて、中学校部活動指導者の経費とい

うふうになっています。これは、事務報

告書にも派遣先学校名、それから人数、

回数が記載をされていますけれども、そ

れぞれの中学校でどのクラブを指導者が

教えに来ていただいているのか。また、

この指導者の皆さんは、どういう立場の

方でいらっしゃるのか。それと、指導者

の派遣されるクラブをどのように教育委

員会として決められているのかというこ

とをご答弁をお願いしたいと思います。

　それから、７番目でございます。地域

子ども教室推進事業、いわゆるわくわく

広場についてでございます。

　この事務事業評価にも記載をされてい

ますし、この事務報告書にも参加人数、

回数については報告をされておりますけ

ども、この決算書には項目がないわけで

ございまして、いろいろちょっと通常と

違うようなお金の流れ、それから組織、

やり方が行われているようでございます

が、まず最初に平成１７年度の実施状況

とあわせて、この形態ですね。そういう

システム、それから平成１７年度行われ

た部分についてのさまざまな問題点があ

ると思いますので、ちょっとこの辺を評

価を入れて教えていただきたいと思いま

す。

　８番目に、決算概要の１３１ページの

学校・家庭連携支援モデル事業について

でございます。事務報告書に各学校７校

と家庭教育相談員、また相談協力員が派

遣された回数が記載されています。これ

らの７校をモデル校に選ばれている理由、

それは何かあったのか。

　また、家庭相談員という方については、

平成１７年度の当初予算のときにもいろ

いろ議論をされてて、こういう方が行か

れるということまでは言われてますが、

この方はどのような立場の人で、どうい

う資格を持たれてる方なのか。

　また、相談協力員が、これは大学生と

いうことになってます。教育を目指され

ている方ということだったと思いますが、

どういう人選になっているのか、その辺

をちょっと平成１７年度どういうふうに

されたのかということを教えていただき

たいと思います。

　そして、その事業としてどのような成

果を評価されているのか、これもあわせ

てご答弁ください。

　９番目でございます。決算概要の１３

２ページの適正配置に伴う児童支援プロ

グラム事業が載っています。平成１７年

度に、この条例が改正をされまして、そ

して１２月補正予算で入れられて、そし

て事務報告書にも２月に一斉に実施され

たと、こういうふうになっていますが、

まず先生方の交流プログラムというふう

に記載されていますが、もう少しこの辺

の詳しい内容と、その実際にやられた先
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生方の意見なんかもあれば、あわせて評

価も入れてお答えをください。

　１０番目、決算概要の１３２ページに

あります。同じく「自学自習力育成」サ

ポート事業について、これも新規事業で

行われておりますが、派遣される学習ア

ドバイザーというふうに、いろいろ名前

がついてるんですけど、この学習アドバ

イザーというのは、どんな資格の人で、

どんな立場の人が選ばれて行かれたのか。

平成１７年度にやられて、どの程度この

効果があったのかということをお答えく

ださい。

　１１番目、今度は決算概要１４３ペー

ジ、私立幼稚園園児保護者補助事業につ

いて６６４人の給付になっています。私

学に行かれた方が公私間格差を埋めると

いうことで、補助を受けられたというこ

とになっていますが、それぞれ所得等に

よってばらつきがあるように思いますが

その辺の実態、内訳がわかれば教えてい

ただきたいと思います。

　１２番目、決算概要１４８ページ、子

どもの安全見まもり隊事業についてでご

ざいますが、これは平成１７年度からＰ

ＴＡが主体として、これを推進するとい

うことで予算がつけられて実際にスター

トしているところでございますが、各小

学校区でさまざまに温度差があります。

いろいろ実態の中で悩んでることも多く

ありまして、その辺の平成１７年度の、

市として、教育委員会としてまとめられ

ている、この子どもの安全見まもり隊に

ついての取り組みを総括をして、一度説

明をお願いしたいと思います。

　それから、１３番目、市民図書館、鳥

飼図書センターについて、この平成１７

年度より休日体制が変わりました。火曜

日が休日になりまして、週１回の休みと

なったというようなことでございまして、

それまで非常に休みが複雑であったとい

うこともあって、市民の皆さんからは大

変よくなったという面では喜んでいただ

いてるところでございますが、その職務

上、この平成１７年やってみて、どのよ

うな実務上、影響になっているのか。

　また、経費の面ではその体制が、休館

体制が変わって、どのように変わってい

るのかということをちょっと教えていた

だきたいと思います。

　１４番目でございます。摂津市子ども

読書推進計画についてでございますが、

平成１７年の６月にこの子ども読書推進

計画が完成をいたしました。そして、５

か年計画ということでこれを順次推進を

していくということになっています。

　平成１７年度ですと、平成１７年６月

から始まって１年ないわけですが、１０

か月ぐらいは、この期間を要して、さま

ざまな取り組みもしていただいていると

は思います。これを平成１７年度に進め

られて、いろいろ検証をしていただいて

いるんであろうと思うんですが、年度ご

とに平成１７年度の検証として、どのよ

うな、教育委員会として結果をもたれて

いるのか。ちょっと、評価も加えてお願

いしたいと思います。

　そして１５番目、教育指導研修事業に

ついて。事務報告書の中に研修の内容が、

ざっと記載をされています。大阪府でやっ

ているものもあれば、摂津市が主体でや

られているだろうなというのもあります

し、人数的にも非常にばらつきがある。

不登校などの課題のときは、非常にたく

さんの方が受講されているし、非常に少

ないのもあります。私も知り合いに三、

四人、教師の方がいらっしゃって、いろ

んなことをお話をする機会がありますが、

この研修に行って本当によかったな、た

めになったなというふうなことは非常に
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少ないというふうな評価を聞いています。

　最近は、大分ましになったというふう

なこともおっしゃっていましたので、そ

れは努力のかいが出てきてるんだろうな

とは思うんですが、こういう現場のニー

ズに合った、本当に役に立つ内容になっ

ているのかということですね。非常に教

師の皆さんは今、学校が小規模化してき

て、いろんな役がたくさん当たっていて、

雑用なんかの時間を取られている中で授

業を抜けて研修に行ったりとか、そうい

うのを置いて行ったりするという、そう

いう貴重な時間を割いて学校を抜けてい

くに値するのかどうかということを思う

わけですけども、この平成１７年度１年

間を振りかえる中で、この教育指導研修

事業、自己評価をしていただいて、それ

がそういうふうなものであったのかどう

か、一度ご説明をお願いしたいと思いま

す。

　１６番目、この図書館の運営事業にお

きまして、数年前から千里丘公民館では、

いろいろ配慮していただいて、図書の返

却だけができるようになって、平成１８

年からは、今度は貸し出しもできるよう

にしていただいておりますが、平成１７

年度では返却だけでございましたけども、

この平成１７年度、千里丘公民館での図

書の返却数がちょっと報告書に載ってお

りませんでしたので、わかればお教え願

いたいと思います。

　それから１７番目、就学援助の件でご

ざいますが、毎年期間を決めて就学援助

の受付を市役所でされています。その体

制、時間帯も含めて、これは１７年度に

行われた件で結構でございますが、まず、

そのことについて教えてください。

　それから１８番目、最後になります。

学校の空き教室の対策についてでござい

ます。子どもが少なくなってきて、教室

が空いてきた。それで、それを多目的利

用をしようという考え方が導入をされて、

今はふれあいサロン等、一部改修をされ

て、利用されているわけでございますが、

現状はまだまだ使える部屋もあるわけで

ございますが、まず平成１７年度の実態

として教育委員会として、どれほど空き

教室の開放についてご尽力いただいたの

か、現状のところをちょっと教えていた

だきたいと思います。

○嶋野委員長　答弁を求めます。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　質問順位では、

一番最後の１８番目になっておりますけ

れども、空き教室の実態ということにつ

いてお答え申し上げます。

　委員ご指摘のように、少子化の影響に

よりまして各学校におきまして、いわゆ

る余裕教室というものが発生してきてお

ります。

　そういった余裕教室につきましては、

かねてより有効利用するために例えば以

前はなかったコンピューター室でござい

ますとか、多目的に使える多目的室、そ

ういった部分。それと、学校の方も授業

内容の工夫によりまして少人数授業の実

施ということもございますので、少人数

授業のための部屋、そういった部分に多

く利用をいたしております。

　また、それ以外に多く利用している部

分につきましては、例えば児童会室でご

ざいますとか、会議室、資料室等に活用

いたしております。

　例年、大阪府の方で５月１日に施設の

状況調査というのがございまして、その

中で私どもいわゆる余裕教室という実態

も各学校に照会いたしております。

　直近の数字におきましては、すべての

学校におきまして、この余裕教室を何ら

かの部屋に活用しているということで、
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いわゆる空き教室という状態ではござい

ません。

　それと、市民への利用状況のところで

ございますが、基本的には学校の方に申

し込みをしていただきまして、学校の授

業に支障のない範囲で日中でございまし

ても、例えば多目的教室等を学校長の判

断によって利用していただくというよう

な形をいたしております。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　１４番目になろ

うかと思います。子どもの読書推進計画

の件でご答弁させていただきます。

　ご承知のように、平成１３年１２月に

子どもの読書活動の推進に関する法律が

制定されまして、国の方の計画、あるい

は府の方の計画等が出まして、私どもの

市でも平成１６年１１月２５日に摂津市

子ども読書活動推進計画策定委員会を結

成して関係課に集まっていただいて策定

に向けてスタートをさせていきました。

　委員のご発言にもありましたように、

平成１７年６月にスタートしたわけでご

ざいまして、この平成１７年度の検証に

ついて、３月、４月にかけて、各課にそ

の実施状況をあげてもらうような形でし

ました。

　結果、計画の第４章の中に推進のため

の具体的な取り組みの項目がございます

が、そのうち第１節に当たる読書を楽し

む環境づくりでは、５つの担当課により、

４２の具体的な取り組みを設定して、実

施中、一部実施中が８３％の３５項目、

１５％の６項目で遅延、課題ありとなっ

ております。また、実施困難は１項目と

なっております。

　それぞれの担当課では予算的な問題も

あって、なかなか新規事業までは行って

ないところがございますが、一つ一つ、

先ほど千里丘公民館のお話もございまし

たが、そういったものもこういった活動

に生かされるのではないかなと思ってお

ります。

○嶋野委員長　田橋課長。

○田橋学務課長　１１番の幼稚園の保護

者補助金のご質問の件で、この保護者補

助金につきましては、所得区分が４段階

に分かれておりまして、生活保護世帯、

この決算額が２２万５，６００円。市民

税均等割世帯、決算額が６万４，８００

円。市民税の所得割税額が１２万４，４

００円以下の世帯、こちらの方が一番多

い世帯数でありまして、決算額は１，１

２６万４，４００円。市民税所得割税額

が１２万４，４００円を越える世帯、こ

ちらの決算額が７０４万７，０００円と

いうことであります。

　私、今ちょっと世帯区分のところで所

得金額のところを言いましたが、所得税、

所得割税額ということで区分しておりま

す。

　それと、１７番の就学援助の受付につ

いて、この就学援助申請についての期間

は一斉受付としまして平成１７年度は４

月８日から４月２２日の２週間で、土・

日を除いております。

　この受付の体制としまして、午前９時

から午後５時１５分ということで、昼休

みの期間中は職員が交互に受付業務をし

ております。

○嶋野委員長　池上課長。

○池上青少年課長　それでは、私の方か

ら地域子ども教室推進事業の件について

ご説明させていただきます。

　まず、この推進事業に要する経費の分

が決算書にないという理由につきまして

ですけれども、地域子ども教室推進事業

につきましては、文部科学省からの委託

事業でありまして、各都道府県レベルの

運営協議会にまず国から委託されており
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ます。

　その後、各市町村で組織されます実行

委員会に直接、再委託されているもので

す。摂津市におきましては、摂津市子ど

もの居場所づくり実行委員会を組織しま

して、大阪府子どもの居場所づくり運営

協議会から再委託を受け、事業を実施し

ているものであります。そのような理由

で市の一般会計での予算計上はしていな

いものでございます。

　続きまして、実施状況、問題点という

ことなんですけれども、この分につきま

しては摂津市は地域子ども教室推進事業、

いわゆるわくわく広場の愛称で取り組ん

でおるものでございます。摂津市では、

１６年から事業実施しておりまして、１

６年度につきましてはモデル的に２校で

実施し、翌１７年度には８校、そして委

託の最終年であります平成１８年度に全

１２小学校で実施いたしております。

　活動内容は、小学校体育館を拠点とし、

子どもたちの主体性に任せた自由遊びが

中心でありますが、学校によりましては

プールを利用したカヌー教室や多目的教

室においてクラフトなどの創作活動に取

り組んでいるところもあります。

　子どもたちが安心して放課後等に遊べ

るように、指導員としまして地域の方に

ご協力いただいておりますが、なかなか

人数が集まらないのが現状でございます。

　また、自由遊びが中心のため、体育館

でバスケットボールをする子どもたちや、

その横でお絵描きをする子どもたちがい

るなど、交錯して事故の原因となるおそ

れもあるということは聞いております。

　今後、指導員さんの確保や地域の方の

協力、また活動のプログラムの充実など

が課題であり、その辺を関係者と協議し

て今後も取り組んでいきたいというふう

に考えております。

○嶋野委員長　小林参事。

○小林青少年課参事　それでは、質問番

号１２番、子どもの安全見まもり隊の件

でございますが、平成１７年度の総括で

ございます。子どもが犯罪に巻き込まれ

る事件が多発しておりまして、学校や家

庭だけでは子どもの安全がなかなか確保

できないという状況の中、地域の子ども

は地域で守るという精神で平成１７年度

にこの事業が立ち上がったものでござい

ます。

　本市におきましても平成１７年度中に

１１校、今年度にはすべての小学校で子

どもの安全見まもり隊を結成していただ

き、ＰＴＡをはじめ、多くの地域の方々

に事業の趣旨をご理解いただきながら活

動していただいているところでございま

す。

　ご指摘のように、校区によりまして構

成メンバー、また活動内容、活動の時間

帯等が異なるわけでございますけれども、

各校区とも通学路や子どもの遊び場での

子どもの安全確保に加えまして、例えば

小学校での会議や授業をされる場合の参

加時におきましても子どもの安全見まも

り中ワッペンをつけていただく。また、

オリジナルのジャンパーを着用していた

だくなど、子どもたちの安全確保にご尽

力をいただいているところでございます。

　既に連携をとっていただいている校区

もございますけれども、自治会を中心に

活動していただいておりますセーフティ

パトロール隊との連携が地域防犯上、今

後も有効なこととなると思いますので、

こういったことも踏まえまして子どもの

安全確保に効果的な事業展開となるよう

今後も活動を支援していきたいと考えて

おります。

○嶋野委員長　山本所長。

○山本教育研究所長　５番の教育相談事
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業、いじめ２件の件でございますが、ど

ちらも「仲間に入れない」という中学生

からの件でございます。１件は母親から

の電話、１件は母親とともに本人が来所

ということでございます。どちらの件も

学校に知らせていないということでした

ので、学校に知らせて、先生を交えて嫌

なことははっきり嫌と言いなさいという

趣旨の回答をいたしました。

　学校に対しましては、仲間づくりにつ

いてお願いしたところでございます。

　生徒に対しては、継続的に心のケアを

その後、行っております。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、質問

番号順にお答えをさせていただきたいと

思います。

　まず１番、学力定着度調査の平成１７

年度の成果、または平成１６年度を含め

ての３つの視点からの取り組みと課題等

についてご説明をさせていただきます。

　平成１７年度の学力定着度調査につき

ましては、その結果については調査結果

の概要といたしましては、国語につきま

しては小・中学校とも文学作品や物語の

読み取りについての正解率が平成１６年

度に引き続き高くなっておりました。

　小学校では、話し合い内容の聞き取り、

漢字の読みも高い正答率でございます。

　算数におきましても小数や分数の計算、

あるいは計算の決まりの正答率は高く、

数学でも計算分野の正答率が高くなって

おります。

　英語では、リスニングや会話文の読み

取りで高い正答率が出ておりました。し

かし、一方、定着していない力としまし

ては、国語では小・中学校とも説明文の

読み取りや文法、作文が課題でございま

す。

　算数では百分率とグラフの融合問題や

円周、円の面積、数学では証明問題の構

成についての理解や、伴って変わる２つ

の数量関係に課題がございました。

　英語につきましては、長文の読み取り

や条件つき英作文に課題がございました。

このような平成１７年度の課題を含めて、

そのねらいの１番にあります児童・生徒

一人ひとりへの課題を明確にして学ぶ意

欲を向上させるということにつきまして

は、平成１６年度同様、個人のデータを

それぞれの対象の児童に配付をし、問題

内容別の状況、観点別の定着度、またこ

れからの学習へのアドバイスを行った文

書をお渡しをしております。

　各学校におきます指導体制及び指導計

画の改善の問題でございますが、この点

につきましては教育委員会といたしまし

て中間報告会、それから平成１６年度に

ついては最終報告会を教育フォーラムで

実施をし、その際、各教科の課題につい

て専門の大学の先生から英語・国語・数

学についてご助言をいただき、平成１７

年度にはそのご助言が各学校で教科研究

を深める内容として研修が行われるよう

になってきております。

　２点目の学校への平成１７年度の取り

組みといたしましては、そうした学校へ

のデータをもとに各学校がそれぞれの研

究課題、プランづくりを行う段階へと入っ

てきているという理解をしております。

　そのために、各学校では先ほどもあり

ましたように研修会が行われ、平成１７

年度には中学校区としての合同の研修が

第二中学校、第三中学校で行われており

ます。

　さらに、平成１７年度は府の委嘱では

ございますが、確かな学力向上のための

学校づくり推進事業を第三中学校区で推

進をし、この学力定着度調査の結果分析

から各学校のプランづくりを行っていた
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だいているところでございます。

　３点目の本市の教育委員会としての確

かな学力を向上させるための施策の充実

ということにつきましては、引き続き中

間報告会、最終報告会を実施をし、スクー

ル広場の研修の場で教科研究を深める形

をとっております。

　さらに、先ほど申しましたように、各

学校の研修に、この定着度分析をしてい

ただきました大学の先生方に助言をして

いただく体制をとるとともに、府教委の

委嘱であります「確かな学力向上のため

の学校づくりの推進事業」に支援をして

いるところでございます。

　続きまして、生活調査の項目について

お答えをいたします。平成１７年度の生

活調査の項目につきましては、学校に関

する意識の調査ということで、学校への

意識、学校への行きたい度をそれぞれク

ロス集計をして、学校へ行きたい度と学

校に対する期待等を合わせたような調査

項目。それから、先生に関する意識調査

といたしましては、先生の意識と、それ

から相談できる先生とのかかわりの意識

を調査する項目。また、環境という形で

相談できる人がどの程度の相談する人が

いるというような項目。さらに、インター

ネットのパソコンの利用状況の項目。携

帯電話の利用状況の項目。それから、教

科学習意識とその実態との項目。それか

ら、現在の子どもたちの生活の意識と今

後の未来への希望をどのように持ってい

るかというような意識の項目。さらに、

どういった授業のスタイルが好きか嫌い

かというようなことについての項目等、

少し多岐にわたる内容で学習意識調査を

平成１７年度は行っております。

　続きまして、２番目、「特色ある学校

づくり推進事業」でございます。

　特色ある学校づくり推進事業の内訳の

うち、各学校に対しての特色ある学校づ

くりを推進していただくという形で、そ

の内容の金額の多くは各学校に補助金と

して交付をさせていただいております。

この交付につきましては、各学校からの

計画、それから実績に応じまして教育委

員会として評価をし、その額については

配分をさせていただいているところでご

ざいます。

　また、この特色ある学校づくり推進事

業の中で摂津スクール広場、それから平

成１７年度に実施しました管理職の学校

経営研究会の補助も行っておるところで

ございます。

　それから、冊子について委員の皆様に

も学校・園の取り組みの状況ということ

で平成１７年度につきましても４回発行

しておりますが、これはやはり広く各学

校の取り組みを知っていただくという情

報発信をするということで、各学校の方

からそれぞれの時期にあげていただいて

作成をし、情報発信を積極的にするとい

う意味で取り組んでおるところでござい

ます。

　続きまして、３番目、総合的教育力活

性化事業、すこやかネットでございます。

これの平成１７年度の具体的な中身でご

ざいますが、各地域教育協議会ともに３

つの機能という形で、学校教育活動への

支援、それから地域教育活動の活性化、

また連絡調整という形で進めていただい

ておりますが、例えば中学校区でしてお

ります職業体験学習、また各小学校区で

取り組まれておるカーニバル、それから、

地域によってはクリーンウォーク等、そ

れぞれの今までの経過の中でその３つの

側面から活動が行われているという理解

をしております。

　続きまして、６番目、学校体育振興事

業の部活動への指導者派遣の事業でござ
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います。

　こちらにつきましては、まず実態とい

たしまして、中学校のクラブといたしま

しては、ソフトテニス、サッカー、吹奏

楽の派遣をさせていただいておるのが第

一中学校でございます。

　第二中学校では、男子のバスケットボー

ル、吹奏楽に派遣をさせていただいてお

ります。

　第三中学校につきましては、男子バレー

ボール、吹奏楽に派遣を行っております。

　第四中学校につきましては、ソフトテ

ニス、野球の部活動でございます。

　第五中学校につきましては、ラグビー、

吹奏楽、サッカーの各部活動に指導者を

派遣をしております。

　この指導者の派遣は、要綱におきまし

て指導者の資格といたしましては、年齢

が１８歳以上の者で部活動の指導に関し

て高度な技能とすぐれた指導力を有する

者。

　２点目に、中学校の部活動の運営方針

をよく理解し、指導に熱意を有する者。

　３点目に、公立学校の教職員でない者

という形の資格の要件で、各学校長の方

から推薦を上げていただきまして、それ

に応じて教育委員会の方で派遣をしてお

るところでございます。

　続きまして、８番目、学校・家庭連携

支援モデル事業でございます。

　これは、この内容につきましては平成

１７年度事務報告書にもありますように、

味生小学校、摂津小学校の２校には多く

の部分、家庭教育相談員の方にこの事業

の内容を実施をしていただいているとこ

ろでございます。

　いじめや不登校、非行等の困難な課題

を抱え、子育てやしつけに悩む不安を抱

く家庭を総合的に支援するために学校と

の機能の融合を図りながら支援体制をつ

くって、その改善に取り組んでおる内容

でございます。この内容につきましては、

特に家庭の教育相談員を派遣いたしまし

た２校では、不登校の未然防止、それか

ら欠席の長期化の防止等に役立つことや、

また虐待家庭等の早期対応にもつながる

事例がございまして、摂津小学校につき

ましては平成１７年度、今まで不登校数

が若干出ておりましたのが、不登校がな

くなってゼロという形で報告をいただい

ております。

　味生小学校につきましても平成１７年

度は平成１６年度と同数でございました

が、平成１８年度の現時点で効果が出て

きているという報告を受けているところ

でございます。

　そして、相談協力員につきましては、

この児童・生徒の家庭との連携を取り組

むねらいをより充実するために摂津市立

の小・中学校に大学生等の相談協力員と

いう形で派遣をさせていただいておりま

す。その内容は、おおむね１日２時間程

度で、児童・生徒の話し相手や休み時間

等の交流、それから朝の学習や放課後の

等の時間における学習等に関すること等、

教育委員会が認める内容で学生を主とし

て派遣をしているところでございます。

　これにつきましては、今まで大学等と

学校が連携をしておりますまなびングサ

ポート等で大学生が学校に対しての理解

を含め、子どもたちとの関係がよりいい

形でとれる学生を私どもで選考しまして

派遣をしているところでございます。

　続きまして、９点目、児童支援プログ

ラムの内容でございます。この事業につ

きましては、平成１７年度につきまして

は教職員の研修ということで、この事業

をプログラム事業を委託しました大阪府

の青少年活動財団との間で研修会をもち、

その内容はこの青少年財団が人間関係を
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子どもたちに向けた内容を作成したハー

トプログラムという内容について、その

内容を教職員の皆さんとともに学び、今

後の児童支援プログラムに生かすという

形で研修に取り組んできました。

　この内容につきましては、実際の子ど

もたちとの人間関係を豊かにする内容と

いうことで教職員の皆さんには好評をい

ただいておるという理解をしております。

　続きまして、１０番目、「自学自習力

育成」サポート事業でございます。

　この平成１７年度の成果でございます

が、この内容は補正予算ということで年

度途中でもありましたが、各家庭との間

で児童の家庭学習が自力でやり遂げられ

る力を持つように学習アドバイザーの助

言のもと、各学校に相談室を設置をして

いただき、学習指導や学習相談の取り組

みを行っていただきました。

　その成果といたしましては、半年の期

間でありましたが、宿題をはじめとして、

みずから設定した子どもたちの課題に意

欲的に取り組む面が見られたこと。それ

から、友達と一緒に学習をし、その楽し

さが実感できるようになったという児童

がふえたという報告をいただいておりま

す。

　課題といたしましては、年度途中でも

あったことから参加者の方が一部十分で

なかったというご報告も受けております。

　さらにアドバイザーの資格でございま

すが、自学自習力育成サポートのアドバ

イザーにつきましては、やはり大学生と

いう形で教育現場に対しての理解のある、

意欲のある大学生、教員を志す学生を派

遣をしております。

　続きまして、１５番目、教育指導研修

事業の内容でございます。これにつきま

しては、事務報告書に校外の研修の一覧

を出させていただいておりますが、摂津

市の教育委員会として設定をした課題、

また大阪府の教育委員会等の課題も入っ

ておりますが、その内容につきましては

特に現代的な課題といいますか、今、現

場に求められている課題と、そういう内

容を教育委員会の方で学校現場の方に理

解をしていただきたいという内容で提示

をしているものが多くございますので、

そういった現代的な課題ということでい

えば教職員の皆様の要望と一致する内容

が多くあり、評価はいただいておるとこ

ろでございますが、一部内容的に不適切

なり、この内容は不十分である等につき

ましては、それを受講された方のご意見

を伺いながら、さらに改善に努めてまい

りたいと思っております。

○嶋野委員長　高山館長。

○高山市民図書館長　図書館の休館日の

変更に伴います内部体制についてお答え

申し上げます。質問番号は１３番でござ

います。

　図書館の休館日につきましては、平成

１６年度までは火曜日が休館で、第１、

第３、第５月曜日が１０時から午後１時

まで開館いたしておりまして、第２、第

４月曜日を休館にしておりましたが、１

７年度から休館日を火曜日から月曜日に

変更し、半日休館をなくし、全日開館と

しました。

　この変更により、問題になりましたの

は日曜日の対応でございまして、日曜日

は利用者が最も多く、またあわせまして

日曜映画会等を市民図書館でしておりま

すので、今まではいわゆる職員の休みを

月・火と、それで月曜日の半日につきま

しては職員３名がローテーションを組み

まして出勤しておりました。

　ところが、平成１７年度からは職員の

休みを月曜日と火曜日、それと日曜日と

月曜日というように２つに割りましたの
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で、そのとき１４名の職員がおりました

けども２つに割りますので７名で対応し

なければならないと。そうしますと、日

曜日の一番利用者の多い日のカウンター

業務に支障が出るということで、人事に

もお願いしましていわゆる再任用職員１

名を増員していただきました。それでも、

どうしても不足する場合は庶務担もカウ

ンター業務を行いまして、それで何とか

平成１７年度は市民にご迷惑をかけない

ような図書館の運営を図ってまいったと

ころでございます。

○嶋野委員長　高田参事。

○高田市民図書館参事　１６番目のご質

問でございます。千里丘公民館での図書

の返却は、平成１６年度から始めさせて

いただきましたが、利用状況につきまし

ては平成１６年度が２７６人の利用で、

１，６１６冊でございます。平成１７年

度が３４８人の利用で１，９６２冊となっ

ております。平成１６年度と１７年度を

比較いたしますと、利用人数で１．２６

倍、冊数におきましては１．２１倍にふ

えております。

　利用者に千里丘公民館での返却が浸透

してきたものと考えております。

○嶋野委員長　山本所長。

○山本教育研究所長　４番でございます。

不登校に相談事業が果たした役割でござ

いますが、まず平成１７年度の不登校児

童・生徒の数でございますけれども、平

成１７年度、小学校３１名、中学校９９

名、合計１３０名でございますが、研究

所が果たした役割といたしましては、適

応指導教室パルに１１名の在籍生徒がい

ましたが、パルに在籍してからは教育指

導員とカウンセラーの教育相談により、

心の居場所ができ、ほとんど休まずに毎

日出席できており、不登校の解消には大

いに成果が上がっていると思っておりま

す。

　また、小学校におきましては、研究所

から派遣しておりますスクールカウンセ

ラー、同じくフレンドの取り組みにより、

先ほども大路参事から答弁がありました

けれども、摂津小学校では平成１６年度

に６名の不登校児童が平成１７年度には

ゼロになった次第でございます。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　８番目の学校・

家庭連携支援モデル事業の７校のモデル

校選定の理由等につきまして答弁漏れが

ございましたのでお答えさせていただき

ます。

　このモデル事業の家庭教育相談員につ

きましては、味生小学校、摂津小学校２

校ということで、この学校等につきまし

ては、総合的に家庭に対しての支援が必

要であるという理解を教育委員会の方で

いたしまして、２校に配置をさせていた

だいております。

　残り５校の方の相談協力員につきまし

ては、これは先ほど申しましたように大

学生等の相談協力員でございますので、

各学校からの要望に応じ、可能な限り派

遣をさせていただいたところでございま

す。

　それからもう１点、先ほどの１０番目

の「自学自習力育成」サポート事業の学

習アドバイザーの資格の件でございます

が、学習アドバイザーにつきましては退

職教員、大学生、教員免許を有する地域

人材等として派遣をするということでご

ざいましたが、大学生については教員を

志す者、教員を目指す等の大学生という

形で私どもで適切であると考えた学生に

ついては派遣をさせていただいたという

ことでございます。　

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　ありがとうございました。
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　それでは２回目の質問をさせていただ

きます。

　１番目の学力定着度調査についてでご

ざいますが、いろいろこの課題が見えて

るということで、それを教育フォーラム

等で公開をして、それをされるというこ

とでございますので、それぞれの課題に

ついては、また教育フォーラムにも参加

をさせていただいて確認をしていきたい

なとは思っています。

　それで、今言われたことでちょっと気

になることについて再質問させていただ

きたいと思いますが、テスト結果につい

ては評価されたものについては公表され

ていますが、そのものについては評価を

公表はされていないということですが、

おそらく各学校については、今言われた

ようにそれぞれ知らされているというこ

とでございまして、摂津市全体で一律と

しては結論は今言っていただきましたけ

ども、学校ごとに問題点がまた違うんだ

ろうなと思うんですけれど、そういう学

校ごとの問題点。地域格差と言ってもい

いのでしょうか、そういう学校ごとの問

題点についての対応などについては、今、

学校側からプランを作成する段階に入っ

たというふうに言われてましたが、こう

いうこともちゃんと加味をして、そうい

うことが市の方からレクチャーをされて

て、それぞれの学校ごとの課題も含めた

プランの作成になっていってるのかどう

か、この辺をちょっと気になったのでご

答弁をお願いしたいと思います。

　それからもう１点、確かな学力の定着

のために今言われた中では文章力の理解

というのが非常に気にとまるというか。

以前、フォーラムに行ったときも算数で

も文章問題になるとちょっとつまずきが

あるというようなことが言われてました

し、今、国語でも説明文の読み取りとか

文法とか作文については、ちょっと定着

度が低いというふうなことがございまし

た。そういうふうになってくると、先ほ

どに申しました、子どもの読書活動推進

とか、こういうものとはまた密接に絡み

合ってきて、非常に施策としては重複を

してくることが大事になってくるとは思

いますけれども、そういう文章理解に問

題のある子が多いということでございま

すが、その解消方法ですね。各学校ごと

のそれは別として、市としてのその解消

方法として具体的に教育委員会全体とし

ては、どのように考えておられるのかと

いうことをあわせてお聞きしたいと思い

ます。

　それから、数学、算数関連では、よく

「つまずき」ということを言われてまし

て、４年生ぐらいが、つまずきの１つの

タイミングだということで習熟度別で今、

少人数指導をされてますね。３年生では

ティーム・ティーチングとかやられたり

されてますけども、研究者の中では掛け

算の九九がきっちりと覚えられていない

ことが原因となってつまずきが始まって

いくんだというふうなことを言われてる

方がいます。

　２年生の終わりぐらい、後半から九九

が始まるわけですけど、その九九の始ま

るあたり、２年生については何らそうい

うことは対応はされていないわけですけ

ども、その辺の数学的なつまずきという

部分について、一度教育委員会の認識を

お聞きしておきたいと思います。

　それと、生活にかかる調査でいろんな

ことを言っていただいて、いろんな、学

校に対することなんかも調べていただい

ているということもありますし、自分の

居場所なんかについて調べて、これも大

事なことだと思いますが、今までのいろ

んな答弁の中にもっと単純な、例えば朝
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御飯を食べているかいないかみたいなこ

とも調べているということが答弁であり

ました。

　例えば、朝食を食べていないという子

どもの率は、小・中学校ともに２０％。

だから、８０％が朝食を食べている。こ

ういうふうな結果も確か答弁でおっしゃっ

てましたのでね。こういうことも単純な

ことですけども、この生活実態と学力、

また学力度の定着についても大きな問題

点があるだろうと、こういうふうに思う

わけですが、こういうことも含めて、こ

の生活に対するこういう調査をもとに改

善方法というんですか、問題点について

の対策について、どのように考えておら

れるのか。

　今、学力については問題点はいろいろ

お聞きしましたけれども、この生活に関

する調査についても、いろいろ改善すべ

き問題点が見つかってるんだろうと思い

ます。それをちょっと教えていただいて、

それに対してどのような対策を考えていっ

ておられるのかということを教えてくだ

さい。

　それから、２番目の特色ある学校づく

りの推進事業について、この８００万円

について、それぞれ学校から計画を出し

ていただいて、実績に基づいて配分をす

るということで、これはある意味では競

争心という部分も大事なことだと思いま

す。これは、しっかりと教育委員会も一

緒になって学校をつくって、いい学校を

つくっていく、特色ある学校をつくって

いくという姿勢の中でしっかり査定もし

ていただいて、お願いしたいと思います。

　それから、この冊子ですね。これは平

成１８年度の分ですけども、平成１７年

度ももらってるんですけど、活用をどの

ようにされますか。情報発信ですと言わ

れてました。どこへ発信をされているの

か。インターネットにも載ってないし、

どこに発信をされているのか。私たちに

発信してもらっても、余り、勉強になり

ますけど市民には発信できないのであっ

て、やっぱり市民の皆さんにこれだけ摂

津市の教育頑張ってますよ、各学校頑張っ

てますよという発信をどのようにされて

ますかということをお聞きしたかったの

で、そのことについてもう一度、お答え

ください。

　それから、インターネットで調べたら

載っていません。これをインターネット

に載せるというのも、情報発信できるこ

とではないのかなと思うんですが、そう

いうことも含めてちょっと教えてくださ

い。

　それから、この特色ある学校づくりに

ついては、総合的な学習という部分が１

つは主体になってて、これは平成１４年

から実施をされている。平成１７年が４

年目に当たります。

　各学校においても全体的な計画を作成

をする。これは１７年から作成をすると

いうことで答弁が以前にはありました。

これに載っていますね。それぞれの学校

のテーマとかいうのが載っていますけれ

ども、こういう各学校ごとの全体的な計

画について、教育委員会としてはどのよ

うに各学校について、それはお金に結び

ついてるんやなということなのかもわか

りませんが、その辺の評価についてもう

一度、教えていただきたいと思います。

　それから、生きる力をはぐくむという

ことが、この目的でございましたね。そ

れは、特色ある学校づくりとはちょっと

違う部分もありますけど、総合的な学習

ということを中心に考えれば、この総合

的な学習というのは生きる力をはぐくむ

ということが目的というふうになってい

ます。これは、文部科学省からの取り組
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みでございますが、こういう取り組みに

ついて学校の取り組みがどのようになっ

ているのか。この特色ある学校づくりと、

どういう関係にあるのか。教育委員会と

しての見解を述べてください。

　それから、３番目のすこやかネットで

ございます。これは大阪府からの方針も

大変気になるところでございまして、特

に補助金ですね。４年間、まず補助金が

あって、２年間延長して６年まであって

７年目からなくなるということになりま

す。

　第三中学校は一番先でしたから、こと

しからありません。ただ、市の方から１

０万円の補助金をつけていただいてて、

それまで４０万円がいきなり１０万円に

なって、どうするんだということでてん

やわんやしてるわけですが、それまでは

今も大路参事言われましたけども、各学

校ごとのカーニバルとか、いろんな小学

校ごとのことは、このすこやかネットが

始まる前からやってて、それの上にぽこっ

と乗せたようなところもあって、お金も

あって、それを消化できるという体制の

中で計画をつくって、例えば第三中学校

であればクリーンウォークをやったりと

か、消費型でイベントができたんですが、

それがことしから、ちょっとできなくなっ

たということで非常に意識改革をしてい

かなあかんというふうになりました。

　資金も何とか自分たちでせなあかんと

いう考え方に変わってきつつあるわけで

すけども、これ、もう全部、来年もまた

２校が切れるんですね。どんどん切れて

いきます。スタートが遅い分は６年した

ら切れていくという形でどんどん切れて

いって、ことしは１０万円、何とか１校

だけですから摂津市も考えていただきま

したけど、市としてもこれをどういうふ

うに存続させるのか。大阪府もそうです

けど、大阪府もどういう方針を持っての

ぞむのかということも気になりますが、

市としてもどういう方針でこれをのぞん

でいくのかということが１つは気になる

ところなんで、一度そのことはお示しく

ださい。

　それから、このすこやかネットそのも

のの中身についてですけど、これは大阪

府が仕掛けていますが、地域コーディネー

ターの育成をしております。平成１３年

度から５年間かけて大阪府下で１，００

０名つくるということで、今、約３０何

時間講習を受けて、コミュニケーション

とか、いろんなことの講習を受けてその

すこやかネットに何かコーディネートさ

せるために送り込んで活性化させようと

いうねらいがあって費用をかけてやって

るわけです。

　摂津市でも２０人以上、今そういうコー

ディネーターが誕生されてて、活躍をさ

れておりますけど、これも非常に地域ご

とに温度差があって、例えば第三中学校

区の場合ですと、その委員長もコーディ

ネーターがされてますし、そういう事務

局もやられてるようで、効果が発揮でき

るのは本当は実際はこれからですけど、

このスタートができそうなところもあれ

ば全然それが蚊帳の外になっているとい

うようなところもありまして、これは校

区ごとで自主的にやっているようなとこ

ろもありますから、それはなかなか市と

しては支援できないのかもわかりません

けども、大阪府の考えてる効果が、これ

ではなかなか発揮できないだろうなとい

うふうに思うわけですが、この辺の市と

しての支援というんですか、その方向性

というんですか、こういう活用をして、

こういうのをうまく活用して何とかやっ

ていこうというふうな考え方ですね。市

として、どういうふうに考えていらっしゃ

－ 20 －



るのか、一度このことについて教えてい

ただきたいと思います。

　それから、もう少し単純な話になりま

すけども、なぜ中学校単位なのかという

ことが、もう一つ議論されないままに、

これは大阪府の施策ですから中学校ごと

にやりなさいということで、お金がおり

てきたら、そのとおり当然実行するとい

う流れなんでしょうけれども、一度この

辺で、なぜ中学校単位なのか、これも校

区によってばらばらですね。もともと校

区ごとの結びつきが強くて、いろんな事

業が既に展開されている地域もあれば、

小学校ごとでしかやってないような地域

に無理やりこれを合わさないといけない

ような地域があったりですね。この地域

によってばらばらなのに中学校単位で統

一で本当にいいのかということを一度考

えてみる機会がいるのではないかと思う

わけですが、摂津市の教育委員会として

の見解を、現場に即した形でのいろんな

声を聞いてる中での見解をお聞きしたい

と思います。

　それから、４番目の教育相談に関して、

不登校について、今、答弁がありました

けども、１５６件あったんですが、余り

全体としてばくっとした話でよくわから

ないようなところもありましたけども、

確かにいろいろと不登校対策については、

対策はとられています。

　教育委員会としても、この教育改革の

中で不登校というのはすごい高い位置に

持ってきておられるのは、よくわかりま

す。

　例えば、地元のことばっかり言います

が、第三中学校では階段を外すというん

ですか、小学校の６年生の３つの小学校

の国語を教える先生が中学校の国語も教

えてるという、こういう中学校へ行って

も知ってる先生がおるというふうなこと

をこの試みとして、今やられているよう

なこともあるし、第二中学校区でしたか、

専門の教諭を雇って不登校だけを取り組

んでいるというふうな教諭を置かれたり

とか、いろんなこと。

　それから、今、説明がありましたよう

なことも新しい事業として入れられたこ

ともあって、複合的に不登校をなくそう

というふうなことで取り組みをされてい

ると思います。

　これは、それだけやっぱり摂津市が大

阪府下でも不登校が非常に多いというこ

とでもありますので、これは当然何とか

しなきゃいけないという喫緊の課題であ

るということだと思うんですね。

　やっぱり、そういう身近なところでも、

そういう不登校の話も聞きます。特にやっ

ぱり中学生が多いですね。小学生が中学

生に上がるときに、そういう不登校にな

るというケースが非常に多いと言われて

るわけですが、今も平成１７年度でいく

と小学生は３１人、ところが中学校に行

くと９９人になるということでございま

して、一度その原因ですね、中学校に行っ

て不登校がこんなにふえるということに

ついて、その原因をどのように考えられ

ているのか、一度お示しをいただきたい

と思います。

　それから、先ほど申しましたような第

三中学校でも行われているような、そう

いうこととか、それから専門のそういう

不登校の先生がいらっしゃる、今度、新

しくそういう一般の人で、そういう不登

校の対策員というんですか、任命をされ

て実際に動き出されていますけども、そ

ういうことも含めて今、どういうふうな

取り組みが全体的に不登校について行わ

れているのかということを一度おっしゃっ

ていただきたいと思います。

　それから、５番目でございます。教育
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相談で、いじめについてですね。先ほど、

２件というふうにおっしゃいましたけど

も、やっぱりいろいろ聞いてると、この

いじめというのは声に出せる部分につい

ては、そんなに問題ないんですよ、逆に

言うと。言える場所があるというか、言

える立場であるという。問題なのは、言

えない子どもたちですね。言うと、余計

またいじめられるとか、そういうように

陥ってしまっている子どもたちのサイン

をどのようにくみ取って、それをこの解

決に結びつけていくのかというふうなこ

とが一番大事になるのではないかと思う

んですね。

　スクールカウンセラーの相談の中でも、

いじめに関する相談が１７件というふう

になってます。保護者からが５件、それ

から教員から８件というふうにあるわけ

ですが、こういうのはやっぱり気をつけ

ておかないといけないサインをまず現場

の教師、教員がそれを見抜けるかどうか。

保護者もそうですけど、保護者もそうい

うふうに見抜けるかどうか。それをまた

敏感にこちらも察知をして、しっかり相

談できるかどうかということが大事では

ないかなと思うわけですけど、非常にそ

ういう全国的にこういういじめ、この間、

自殺をしたというような件もありまして、

実際は教師が原因になっていたというよ

うなこともありましたけども、そういう

ことについて、その対策についてどのよ

うに、いじめ対策、声のないその声をど

う聞いていくのかという対策について、

教育委員会としてはどう考えておられる

のか。また、どんな指導を現場に対して

されているのかということをちょっとお

示しください。

　６番目でございますが、クラブの指導

員を探すという作業も大変難しい作業で

あるなと思うんです。その対象も非常に、

今言われたように狭い中で、なかなか引

き受けてくださる方も少ないとは思いま

す。そういった中で、まずどの学校に、

どのクラブの指導者を置くかということ

を決められるということに当たって、こ

れはどれほどこの生徒自身のニーズをひ

ろわれているのか。アンケート等をとら

れているとかいうふうになっているのか。

そのニーズをどのようにしてひろわれて

いるのかということをちょっと教えてい

ただきたいと思います。

　それから、今、文部科学省からこうい

う、どこもそうなんですけど小規模化し

てクラブの顧問が少なくなってきて、昔

のようにいろんなクラブがなくなってき

たということは全国的には問題になって

きてる。そして、大阪府もクラブ顧問に

対して単価が安かったのを少し上げたと

いうような経緯があって、どんどん今い

る先生に対してもクラブ顧問を奨励して

いるような姿勢もとってます。

　また、選択制の導入というようなこと

も、このクラブに関して、そういうふう

なことも一部文部科学省からの情報とし

てはあるわけですが、摂津市のクラブに

対する考え方として、そういう選択制も

含めたことをどのように考えているのか。

実際にクラブとかによって一部選択制を

導入している、関東の方には多いようで

ございますが、そういうことも含めてど

のように考えているのか、一度お示しを

いただきたいと思います。

　それから、地域子ども教室、いわゆる

わくわく広場でございます。先ほどいろ

いろ問題点を言っていただきました。ま

ず、スタッフの問題ですね。これは本当

に頭の痛い問題でございまして、私の地

元の小学校も去年は結構いらっしゃった

方がやめはりました。そのやめるときに

何とかしてくれと私も言われたんですが、
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なかなかこれはやっぱり、まず、年配者

の方が結構スタッフとして多いんですが、

体力的についていけないということがあ

ります。実際に見にいっても非常に大変

です。子どもたちが、うわっと走り回っ

て、体育館の中を６０人、７０人が走り

回ってて、それで上に上がったのを注意

に行ったりとか、そういう体力的に大変

だということがあって、続かないという

ようなことがあります。

　それから、謝礼が昨年は２，０００円

でした。ことしになって１，０００円に

下がって、その当時は来年はなくなると

いうふうなことをおっしゃってたんです

が、どうもそれは変えられて、また存続

というふうになったようでございますが、

そういうことも１つの原因にあります。

　まず、スタッフが、もう本当に大変だ

ということで、先だってこれは、あるそ

ういう世話をされてる方とちょっとお話

をしましたけども、特に安威川以北につ

いては、非常に厳しい、スタッフが出な

いんだと。安威川以南は、わりとＰＴＡ

も理解があって出てるということでござ

いまして、そういう意味では多数の学校

でそういうスタッフについて、非常に問

題になっているということでございます。

　それから、本来の目的ですね。地域の

大人が子どもたちと交流を交えて、安心・

安全な居場所、すなわち活動拠点を設け

るというのが、この目的でございますが、

スタッフも難しいし、また地域の大人た

ちが、そこへ交流に来るというのは、も

う一つ、またハードルが高いということ

でございまして、これも何とか理想に向

けて頑張っていかないといけないなと、

こういうふうに思うわけです。

　それから、場所の問題。体育館しか使

われていないということで、もうボール

がばんと飛んでくる中で、下にこうして

絵を描いてる幼少の子がいたりとかいう

ことでボールが飛んでくる危険がある。

そこへ、これ中学生も対象になって、千

里丘の場合は中学生が最近何人か来出し

まして、中学生はもっと激しく、このボー

ル遊び、ボールを扱いますから、さらに

そういう危ない危険な場面ができてると。

それに対応しているのは、高齢者のスタッ

フであるというふうなことで、なかなか

この安全対策についても、これから問題

がいろいろ出てくるだろうなというふう

なことがあって、これも非常に考えてい

かないといけないというふうに思うわけ

ですが。こういうことを事務局は今、摂

津市に置かれてますから、今の制度です

と事務局はどこでも、摂津市でなくても

いいようなことになってるらしいですが、

今のところやっぱり摂津市として事務局

を置いて指導しながらやっていただいて

ますのでね、やっぱり摂津市としてある

程度この対策と方向性をしっかり示して

いただいて、サポートをちょっとしてい

ただかないと、現場は一生懸命やってま

すけど、それがなかなか、ままならない

のが現状でございまして、その辺をどの

程度認識していただいているのか。それ

をまた今後どのように取り組みを進めて

いただこうとしているのか、現状を踏ま

えてちょっとご答弁をお願いしたいと思

います。

　それから、８番目の学校・家庭連携支

援モデル事業についてでございますが、

成果が出てるということでございます。

これ３年間の継続事業でございますので、

ことしもやられております。これはしっ

かりこの成果を上げていただけるように、

続けていただけることを、要望させてい

ただきますのでお願いいたします。

　それから、９番目の適正配置に伴う児

童支援プログラムでございまして、本来
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は、今ちょっとご答弁いただきましたけ

ども、ハートプログラムというのはわかっ

ているので、そうではなくて、そのハー

トプログラムで具体的にこういうことを

したということを本当は教えていただき

たかったんですが、先生たちに対してプ

ログラムを実施をしていただきましたと

いうふうに、事務報告書に書いてありま

すからね。それはこんなことでしたとい

うふうなことを本当は教えていただきた

かったんですが、それはもういいです。

　それで、このハートプログラムについ

ては、平成１８年度も平成１９年度も引

き続き行っていくということでございま

して、これは当該校の特に三宅小学校と

柳田小学校については、そういうプログ

ラムのことに進んでいきます。

　先だって、通学区域審議会が行われま

して、実は三宅小学校は丸々この柳田小

学校とは一緒にならず、一部千里丘小学

校に来るということで、線路を挟んで千

里丘１丁目、２丁目の子どもたちが千里

丘小学校へというふうに決まりました。

　この予定では、９人になる予定になっ

ているんですけど、この子どもたちに対

してはどんなプログラムを用意していた

だいてるのか。本来は９人だけですから、

転校になってしまうんですね、このまま

でいくと。より、心のケアなんかは、そ

ういった人たちの方が必要ではないのか

なと思うんですが、大半は向こうに行く

ので、このハートプログラムということ

であるんでしょうが、今の人たちについ

てはどんなプログラムが用意されている

のか、ちょっとお答えいただきたいと思

います。

　それから１０番目でございます。この

「自学自習力育成」サポート事業につい

ては、わかりました。これも継続されて

いますので、しっかり効果を挙げていた

だけるように取り組みを進めていただき

たいと思います。また、おいおいご報告

いただきたいと思います。これは結構で

ございます。

　１１番目、私立幼稚園の補助金につい

てでございますが、先ほど４段階につい

て決算の費用だけをおっしゃっていただ

きましたが、本来はこれで月額幾らになっ

てますよということも教えていただきた

かったんですが、月額２，０００円の方

が一番多いということだと思いますが、

一番最高額で４，５００円ですよね。そ

ういうふうになっていまして、これは考

え方から言いますと、公私間格差を埋め

るというような考え方でございまして、

平成１８年度から保育料が１万円に上が

りました。７，０００円から１万円に上

がりました。そういうようなことになり

ますと、公私間格差は縮まったというふ

うな考え方になるわけでございますが。

公立が上がりましたからね。私学が上がっ

てない限りは、縮まっていくわけですね。

　そういった考え方について、市として

どのように、この存続について考えられ

ているのか。上げようというふうに考え

ていらっしゃるのか、下げようというの

か据え置きなのか。

　それからもう１つは、懸案になってい

ました３歳児にも支給をということで、

これは何度も議論にはなっていましたね。

この幼稚園の統廃合のときも議論に上がっ

てますし、その後の保育料の値上げのと

きも議論に上がっています。この３歳児

の支給については、今後どのように考え

ていかれるのか、この際教えていただき

たいと思います。

　１２番目、子どもの安全見まもり隊事

業でございますが、先ほども言われまし

た、地域で非常にばらつきがあります。

　セーフティパトロールと一緒に立ち上
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げられたところもありますし、セーフティ

パトロールが先に立ち上がって見まもり

隊だけを別に立ち上げたというふうな部

分もあります。

　ただ、ＰＴＡ協議会なんかでも話を聞

いておりますと、その立ち上げた実態、

ワッペンを配ったというところまではやっ

たけれども、それを実際に一人ひとりの

保護者の意識に埋め込んで、それを実際

にしていくことについては非常に困難が

あるというふうな声が上がってます。実

際に千里丘でもそうでございます。こう

いうことについて、どのように市として

はサポートできるのか。ちょっと考え方

をお示し願いたい。

　それと、ちょっと話は変わりますが、

摂津市は子どもの安全・安心都市宣言を

しました。そのときのいろんな運動の中

に「一声かけ運動」というのがありまし

たね。この見まもり隊が結成をされるの

と同時ぐらいに、この一声かけ運動が、

ほとんど言われなくなったような気がす

るんです、私ね。この一声かけ運動は、

どのようになったのか、ちょっと一度教

えていただきたいと思います。どういう

ふうに取り組みが、取り組み方針がどう

いうふうにされたのか。

　それから、１３番目の市民図書館、図

書センターの関連でございます。再任用

の１名増員をされて、補強をされてのス

タートになったということでございまし

て、それなりの経費、若干負担もあった

というふうに思います。残る懸案事項と

して、祝日がまだ休みなんですね。日曜

日はあけていただくようになりましたけ

ど、祝日をあけていただいて、その翌日

を休館日とすることができないのかとい

うことがまだ残っているわけですが、そ

のことについての実現性に向けた可能性

はどうなのか、ちょっと一度ご答弁をお

願いしたいと思います。

　それから１４番目でございまして、子

ども読書推進計画、今、４２項目の項目

があるというようにおっしゃっていただ

きましたけども、これはこれを数えるん

でしょうか。４章の読書を楽しむ環境づ

くり、この１つ１つの項目を数えて全部

足すと４２になるということですかね。

じゃあないんですか。それは、またご答

弁ください。

　その中で検証されてないのかなと思っ

たんですが、されてるということでちょっ

と安心をしたところですが、やっぱり５

年間しっかり検証をして、やっていって

いただきたい。非常にいいことが書いて

あります。これは本当によくできてるな

というふうに思っていまして、例えば小

学校に専門の専任司書を置くというよう

なこともありますし、またボランティア

を集ってこの学校図書室の常時開放がで

きるように努めるというようなこともあ

りますし、非常にいいことが書かれてい

るので、やっぱりこれ５年間でしっかり

と、この実現ができるように進めていっ

ていただきたいと思うわけです。

　そういう意味で、毎年これ検証してい

ただいて、そしてできたらちょっと文教

常任委員の方へ検証結果を提出していた

だければ、よりわかりやすいと思います

ので、これはまた委員長の方から一遍検

討していただきたいと思います。

　それから、１５番ですが、教育指導研

修事業について、自己評価としては非常

に受けられた方から評価があるというふ

うなことでございますが、私の聞いたの

とはちょっとずれているわけでございま

すが、いろんなその都度、それも今おっ

しゃったように、それぞれ受講された方々

の意見もしっかり聞いていただいて、やっ

ぱり現場に即して本当に時間をあけて来
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ただけのことはあるというふうな研修に

していただきたいと、これは要望してお

きたいと思います。

　今の子どもたちは、よく言われるのは

昔の子どもと違って大変難しいと。不登

校問題も大変深刻ですし、いじめも陰湿

化してる。保護者も自分の子どもがいじ

められていないかというふうなことに非

常に敏感になってましてね。仲間外れに

されていないか不安が蔓延をしています。

　また、家庭でも教育力の低下というの

が非常に問題視をされている。本来は、

そういう教師の皆さんは、そのエネルギー

を子どもたちに１００％ぶつけていかな

ければいけないというふうに思うわけで

すが、ところがいろんな雑用やとか、い

ろんなことがあって、全部ぶつけること

ができないというのが現状ではないかな

と思うんですね。それはやっぱり、教育

委員会としては、できるだけ現場で先生

たちが子どもたちに本当に向き合える、

エネルギーを注げるように、こういう支

障を取り除いていくような、またそれを

サポートできるような支援をするのが教

育委員会の仕事ではないかなと私は思う

わけですが、そういった意味では今のこ

ういう研修事業が、ほんまに時間内に行

く場合なんかだったら、そういういろん

なことを置いて行ったりとかいうことも

あるわけですから、来て本当によかった

なと、また一歩大きくなれたなみたいな、

そういう声が現場から出てくるような研

修をぜひしていただきたいということを

要望しておきたいと思います。

　それから、１６番の図書館運営におい

て、千里丘公民館での冊数については、

ありがとうございました。ご答弁いただ

きました。だんだんと、やっぱりふえて

きてるということで、大変ニーズの高い

事業であったということでございますし、

実はここの公民館では図書施設をつくっ

ていただけるということで計画はまだ生

きておりまして、財政的に凍結になって

いますけども、そういった意味から財政

が好転した場合には、この千里丘公民館

周辺の図書施設の設置についても具体的

に検討していただけますように、これは

要望しておきます。よろしくお願いいた

します。

　それから、就学援助の受付体制につい

てですが、２週間にわたって９時から５

時１５分ですか、この時間帯での受付と

いうことでございまして、毎年その中を

大体、就学援助を受けられる家庭という

のは共稼ぎでともに働きながらやってお

られるというところが多いわけですが、

この時期になると半日休んで、また１日

休んでいかないと時間が５時までですか

らね。それで、また給料が１日分減ると。

ちょっとおかしいんじゃないかというふ

うな声も二、三聞きます。できれば、例

えば７時ごろまで延長しておいていただ

いたら、仕事を休まずにその足で行ける

とか、そういうことも将来的には電子申

請なんかができたら一番いいわけですが、

そういうような声もありますので、こう

いう時間帯を少し働いているお母さんの

ことを考えて延長することができないの

かということで、一度このことについて

は考え方をお聞かせ願いたいと思います。

　それから最後ですね。１８番目、空き

教室の問題でございまして、各学校には

空き教室がないというふうに今おっしゃ

いましたけども、そんなことはないと私

は思います。確かに多目的室、今言うた

器具庫とか、それから児童会室、ランチ

ルームとか、いろんな名前をつけてあり

ますけど、中はほんとに倉庫のようになっ

ているような部屋もたくさんありまして、

もっとそれを整理すれば多目的に利用で
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きるだろうなという部屋がいっぱいあり

ます。

　やっぱり家庭でもそうですけど、押し

入れがたくさんあれば、どんどん物をふ

やして置いておくようになりますし、整

理がおぼつかなくなりますし、やっぱり

それにあわせて利用してしまうというの

が実態だと思うんですけどね。ほんとに、

そういうように多目的利用をして、もっ

ともっと、例えば老人会とか地域の支援

組織とかに開放することによって利用し

ていただけるような体制をとることによっ

て、ある意味ではまた小学校を中心とし

て子どもたちとの交流の１つにつながっ

ていくような場合もありますし。

　以前に、埼玉県の戸田市に芦原小学校

というオープンスクールが開校をしまし

た。平成１７年に開校をしたのをたまた

ま行って見学をさせていただいたんです

けど、そこは１階のすぐ入ったところに

多目的スペースがあって、そこは地域に

開放されてるんですね。老人会の皆さん

とかも、そこへ毎日のように来て、いろ

んな趣味をやったり、また校庭の花壇な

んかも老人会で管理をされているという

ふうな学校でございまして、オープンス

クールでございますので、安全上はどう

するんだというようなことを言いますと、

毎日そういうふうに来て、大人たちの目

で見守っていただいてるんですというよ

うなことでしたけども、そういうところ

もあります。

　そういう意味では、まだまだ空き教室

を有効利用して地域に開放することは可

能だと思いますので、その辺も実際のと

ころ、余りこれを言うと、財政的な問題

につながってくるから、なかなか空き教

室がありませんというふうな話になるの

かもわかりませんが、考え方、今後将来

にわたっての考え方について、一度お聞

かせを願いたいと思います。

○嶋野委員長　暫時休憩します。

（午前１１時５９分　休憩）

（午後　１時　１分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　答弁を求めます。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　空き教室の今後

の考え方ということでございますが、空

き教室の中には、議員ご指摘いただきま

したように、いわゆる倉庫といいますか、

備品等を収納する部屋として活用してい

る部屋も余裕教室の転用ということで、

そういう教室も確かにございます。

　ただ、そういう学校につきましては、

そういう倉庫がほかにないと。例えば、

昔でしたら国鉄の貨車を無料でいただけ

たときに、そういうのを利用して運動場

等へそういう倉庫をつくったところもご

ざいましたが、そういうものもないとい

うことで、一時空き教室を利用してそう

いう倉庫といいますか、資材室といいま

すか、そういう形で使っているところも

ございます。

　ただ、今現在の私どもの市の児童・生

徒数の状況といたしまして、平成１３年

度は小学校でしたら児童数の一番底でご

ざいましたが、その後、ご存じのように

モノレールの南摂津駅が開業したことに

よることだと思いますが、いわゆる安威

川以南の地域の小学校においては、すべ

ての学校で子どもの数がふえてきており

ます。

　特に、南摂津駅に隣接しています鳥飼

北小学校、鳥飼西小学校、味生小学校、

別府小学校、そういったところの子ども

の数が非常に顕著にふえてきております。

　ですから、そういうことによりまして、

そういう学校につきましては、近々に普

通教室に再度また転用をする必要も出て
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くる可能性もあると。

　また、同じ教育委員会の内部でござい

ますが、児童数がふえたことによりまし

て、学童保育室が手狭になって、そういっ

た活用もできないかという内部的な協議

もさせてもらっておりまして、そういっ

た、まず子どもたちのための部屋確保も

必要かなと思いますので、もちろん市民

利用についても今ある多目的教室等はご

利用いただけますので、そういうことで

いましばらく学校の利用については子ど

もの推移等を見る中で今後考え方を整理

していきたいと、そのように考えており

ますのでよろしくお願いいたします。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　まず、学力定着

度調査の学校への課題への対応、また教

育委員会として個別の学校のことについ

てどうかということのご質問でございま

す。

　この学力定着度調査については、各学

校ごとのデータは公表をしておりません。

各学校にデータを渡して、その学校でそ

の問題ごとの回答傾向なりの分析を行っ

ていただき、１回目でお答えさせていた

だきましたようにプランづくりを求めて

おるところでございます。

　したがいまして、各学校の方にはそう

いった必要に応じて指導主事を派遣する

ことにより、教育委員会としてこの学力

定着度が適切に学校づくり、確かな学力

づくりに向かうように助言をしておると

ころでございます。

　また、文章理解の問題が先ほども申し

ましたように、全体の傾向として出てお

ります。このことにつきましては、藤浦

委員ご指摘のように、読書活動と大きく

関連をしておると認識をしております。

　したがいまして、教育委員会といたし

ましては各学校への基本方針として読書

活動の充実、図書館教育の充実について

示させていただいておるところでござい

ます。

　また、この読書力につきましては、平

成１７年度には国語科の連続講座として

読解力の向上のための研修を３回もたせ

ていただくとともに、スクール広場等に

つきまして、平成１８年度からは小・中

連携した形でのスクール広場協議会とい

うことで国語科に絞った研究をし、さら

に読解力の育成のために何が必要なのか

ということについて学校の方に情報を発

信していきたいと考えております。

　また、引き続き算数のつまずきの解消

法につきまして、九九の定着が重要であ

るという指摘は私も全くそのとおりだと

思っております。九九の定着をすること

によって、３年生の算数、また小学校の

算数ということになりますので、各学校

ではその九九の定着をするために、例え

ば指導方法の改善をするなり、場合によっ

ては個別指導等を含めて九九の定着を図

りながら算数のつまずきの解消に努力を

しているところでございます。

　さらに、生活との関連で朝御飯を食べ

ていることと学力との関連の問題でござ

いますが、これは私どもの調査の中でも、

やはり朝食をとる児童・生徒が基本的な

力が、学力がついているという状況もご

ざいますので、こういった生活実態を含

めて具体に保護者の方に協力を求めてい

く。また、先ほどの自学自習力育成授業

等を含めて家庭との連携を求める授業を

より充実をしながら、その中での課題を

整理をし、学校の方に発信をしていきた

いと思っております。

　特に朝食の問題といたしましては、食

教育等を重点に取り組んでいる学校の実

践を見させていただきますと、保護者へ

のアンケート等をとりながら朝食をとる
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ことの協力を求めるというようなことも

含めて取り組まれている実践がございま

すので、生活のありようと学力学習、確

かな学力をつけるということについても、

さらに保護者への協力も求めていくとい

うふうにしております。

　続きまして、特色のある学校づくり推

進事業の２点目でございますが、冊子に

つきましては議会の皆様にお配りをさせ

ていただきますが、市民向けの発信とい

たしましては、摂津市の広報の方に学校

の特色発見コーナーということが設けら

れておりまして、こちらに毎月各学校か

らの特色ある学校づくりの内容を発信さ

せていただくとともに、各学校ですべて

ではございませんがホームページ等を利

用して発信に心がけるようにしておりま

す。

　また、学校教育課といたしましてもホー

ムページ等を更新し、さらに市民に対し

ての発信を続けていきたいというふうに

考えております。

　続きまして、総合学習の時間の評価と

いうことでございますが、この内容につ

きましては指導要領にもふれられており

ますように、例えば国際理解、情報、環

境等の課題、また児童興味・関心に基づ

く課題等、それぞれの学校の特色に応じ

た課題ということで展開をされておりま

すので、各学校が実施されている内容は

適切なものだというふうに理解をしてお

ります。

　しかし、先ほども指摘いただきました

生きる力との関連ということで言います

と、これはもう指導要領全体がそういう

形として提示されておりますが、各教科

との連携、それからその学校の教育活動

全体の中に位置づけていくということで

ございますので、この課題は非常に大き

な課題でありますが、確かな学力、また

豊かな人間性、健康体力等とも言われま

す学校教育がかかわる各領域の中で位置

づけて生きる力をつけていくものと理解

をしておるところでございます。

　続きまして、３点目、すこやかネット

の件でございます。これは、委員ご指摘

のように、それぞれ小学校区でされたこ

とに乗せた形で中学校区ということがあ

りますので、それぞれの実態から言えば

中学校区ということが無理があるのでは

ないかというようなことについても理解

をさせていただくところでございます。

　ただ、私ども学校教育課といたしまし

ては、現在もそうですが、今後とも小・

中連携、中学校区としての固まりとして

の取り組み、またそれに応じたところの

小・小連携ということで、いわゆる義務

教育段階、府の方はすこやかネットを提

示するときは、ゼロ歳から１５歳という

ような年齢区切りとして提示があるとい

うふうに理解をしておりますので、そう

いった絡みで中学校区ということの必然

があったのではないかと思います。

　今後の市の方の方針につきましては、

今年度から青少年課の方に移管しており

ますので、青少年課の方から答弁いただ

きたいと思っております。

　続きまして、４点目の不登校の課題で

ございます。不登校につきましては、先

ほど数字といたしまして平成１７年度は

小学校３１名、中学校９９名の１３０名

ということになっておりますが、細かく

見ていきますと摂津市の場合は平成１７

年度でいいますと、小学校６年生が７名、

中学校１年生が１８名ということで、他

市に比べますと、この、いわゆる段差と

申してますが、小学校から上がっての中

学校という数値は少なくなっております。

　経年度で見ますと、平成１６年度の小

学校６年生が１２名でしたので、これが
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中学校１年生で平成１７年度１８名とい

うことは、１２名小学校で不登校であっ

たが、中学校では１８名ということです

から、そんなに多くはなっておりません。

府下的に言いますと、これが３倍という

ことになっておりますので、ここにつき

ましては摂津市の場合は従来から不登校

の精査につきましては、やはり十分に小

学校段階でもこのケースが不登校である

のかどうかを精査することによって、幾

分やはり他市に比べると高い不登校の数

が出ますが、段差ということで言うと、

取り組みとしてはその段差の解消に向け

た小学校の取り組み、中学校の取り組み

ということがなされているというふうに

理解をしております。

　より、これを小さくするために小・中

連携という形で第二中学校区では、既に

その不登校対応の専任教員が中心となっ

た合同の研修会等を含めて情報交換を行

い、この小・中学校の段差をさらになく

していくように取り組みをしていきたい

と考えております。

　市全体としての取り組みといたしまし

ては、学校・家庭連携支援モデル事業、

それから先ほど申しました第二中学校へ

の不登校対応の専任加配教員、平成１８

年度からはさらに不登校支援協力員を第

一中学校、第五中学校に派遣をしておる

ところでございます。こうした加配とと

もに、よりきめ細かな対応を行うことに

よって不登校のゼロを目指して引き続き

取り組んでいきたいというふうに考えて

おるところでございます。

　続きまして、５点目にいじめの問題で

ございます。これにつきましては、藤浦

委員ご指摘のように、この問題は生徒の

方からそういった情報の発信がされない、

深く潜っていくというようなことが十分

に考えられる課題でございます。そうい

う意味でも従来からも、いじめの未然防

止に向けた取り組みといたしましては、

まず教職員のいじめの認識、やはりいじ

められた児童・生徒の立場に立つ、児童・

生徒を深く理解する等の認識に立ちなが

ら、確かな現状認識をするためにも早期

発見のための体制づくりに取り組んでい

るところでございます。

　特に、やはりこれは担任だけではなく、

学校の教職員が子どもたちの方のそういっ

た声だけではなくて、日ごろからの態度

とか変化について十分に把握するだけの

関係を持ち、いち早く子どもの変化に気

づくことが大事だという認識を持ってお

るところでございます。

　続きまして、６点目、部活動の指導者

派遣についての生徒からのニーズの問題

でございますが、この点につきましては、

先ほどの派遣事業を含めまして、各学校

の方が部活動を編成するに当たって、生

徒の方のニーズを受けながら、その際、

そのニーズを満足するためにこのクラブ

の運営が困難であるというところに指導

者の派遣を行っておるというのが現在の

段階ですので、今もそうでございますが、

そういった部活動が不成立の状態になる

のに中学校同士の連携、いわゆる合同部

活動とか、地域の指導者をより発掘する

ことによって必要な部活が維持できるよ

うに努力はしておるところでございます

が、現在はそのような段階であるという

認識を持っております。

　９点目に適正配置のハートプログラム

等の内容の中でちょっと十分な説明がで

きなくて申しわけなく思いますが、三宅

小学校の、特に一部の千里丘小学校の児

童の件につきましてでございますが、こ

の子どもたちの支援は現在、三宅小学校、

柳田小学校を含めての特別の対策委員会

をつくっておりますが、そこに千里丘小
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学校の方にも参加をしていただき、現在

３校の校長との間でこのプログラムも含

めて内容について論議をしているところ

でございます。

　しかし、プログラムということでいえ

ば、私どもは千里丘小学校のお子さんに

ついてはハートプログラムというような

内容ではなく、学校同士の、三宅小学校

と千里丘小学校との学校交流に力を入れ

ていく方向で現在、校長と協議をさせて

いただくところと、それからいわゆる個

別の問題といたしましては、教育相談と

いう形での機能を充実させることにより、

保護者の皆様、それから子どもたちの声

について、十分、耳を開くという形で対

応をさせていただいておるところでござ

います。

○嶋野委員長　先ほどのいじめの件で、

今の答弁は現場としてどういうことに注

意するのかという答弁でございましたが、

委員の方は教育委員会として現場にどの

ような指導をしているのかという質問で

ありましたので、その点、再答弁願いま

す。これは、後ほどにしましょうか。

　続いて、中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　１４番目だった

と思います。読書活動の件でございます

が、カウントの仕方といいますか、４２

の内訳でございますが、計画書の第４章

に大項目、中項目、小項目とあります。

そのうちの読書を楽しむ環境づくりの１

番目に家庭における読書を楽しむ環境づ

くり、２番目に地域における読書を楽し

む環境づくり、３番目に学校における読

書を楽しむ環境づくり、４番目に保育所

における読書を楽しむ環境づくり、こう

いったものを庁内の各事業に当てはめま

して、それぞれの項目になるものをカウ

ントしたものが４２ということでござい

ます。

○嶋野委員長　田橋課長。

○田橋学務課長　そしたら、１１番の幼

稚園保護者補助金の見直しと３歳児補助

金の方向性ということで、この保護者補

助金の単価の見直しにつきましては、国

庫補助事業であります私立幼稚園就園奨

励費と、この市単独事業との保護者補助

金とのセットの考えをしております。

　公私立間の保護者負担の格差を縮小す

るということで、この単価の見直しにつ

きましては現在でも摂津市内の私立幼稚

園授業料と公立幼稚園の授業料を比較し

ますと、１人園児の保護者の所得層の段

階でも逆転現象が生じられます。

　そして、また２人目、２人園児がいて

るというようなところは、２人目につい

ても国庫補助金が増額ということで補助

がなっておりますので、さらに２人目に

ついては逆転現象がさらに段階の部分で

生じているのが現状でございます。

　しかし、この保護者補助金についての

制度設計については、今後慎重に検討し

ていくということでございます。

　しかし、本市の３歳児の保護者といい

ますか、３歳児の就園率は拡大傾向になっ

てきているということで、本市の中でも

３人に１人は通園しているというような

現状を考えますと、この３歳児保育、広

く実施されている、近年社会状況の中で

は、この３歳児の制度拡充の必要性は十

分に認識はしております。

　大阪府の私立幼稚園に対する３歳児の

保育軽減補助制度というのがあるんです

けども、こちらの方の増嵩も伺いながら

本市の財政状況のことも踏まえた中で保

護者の経済的な軽減を図る方法を検討し

ていきたいと考えております。

　次に、１７番の就学援助の受付につい

てでございますが、議員の方からご指摘

がありまして、受付時間の延長について
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は学務課としては保護者からの要望とい

うのは今のところ聞いておらない状況で

ございました。この受付方法につきまし

ても、平成１５年度までは一斉受付とし

まして、今までは５月の時期に実施して

おりまして、市・府民税の税金の確定が

した中で認定をうって、保護者に８月ご

ろ合否の通知をしていたということもあ

ります。

　平成１６年から、そのようなことが保

護者に早く合否の通知をしたいというこ

とで、４月から一斉受付ということで、

その辺の事務改善ということも、事務改

善といいますか、保護者への市民サービ

スといいますか、早い時点で保護者に、

仮認定でございますけども、認定通知を

送らせてもらうということも実施してお

ります。

　それで、受付の方法なんですけども、

今現在受付の段階で別に混雑というのも

しておりません。

　さらに、代理人による申請というのも

受付しております。

　摂津市の申請率の高さも府下の中では

トップクラスであるということも考えま

して、時間延長しなくても現状の受付方

法で十分対応できているというような認

識をしています。

　保護者の方から今までもあるんですけ

ども、どうしても５時１５分に行かれな

いというような電話も何度かもらってお

るんですけども、その辺は個別対応しま

して柔軟に対応は、今までもしていると

ころでございます。

　就学援助の受付時間の延長につきまし

ては、職員の勤務時間のことや学務課単

独というよりも、受付業務、市民サービ

スということで役所全体での受付時間の

全庁的な協議があったときに、その中で

検討していきたいというふうに考えてお

ります。

○嶋野委員長　池上課長。

○池上青少年課長　それでは、７番、地

域子ども教室推進事業の件についてご説

明申し上げます。

　現状の認識と今後の取り組み、どうし

ていくのかということでありますが、こ

れはわくわく広場につきましては今年度

で国からの委託事業というのが終了しま

すけれども、子どもたちの放課後等の安

全対策を含め、放課後等に安全に、そし

て安心して遊べるところ、またいろんな

体験ができる場所というものがこれから

も必要というふうに考えております。

　委員ご指摘のとおり、指導員さんとい

うか、スタッフの確保等いろんな問題が

ありますけれども、地域の方々の協力を

得ながら、また学校の協力も得ながら場

所の確保、指導員さんの確保、またプロ

グラムの充実という部分を含めて今後も

事業を実施していきたいというふうに考

えております。

　また先般、地域子ども教室推進事業と

学童保育事業を一体的、あるいは連携し

て実施する放課後子どもプランの創設と

いうのが国から発表がありましたけれど

も、摂津市におきましては、わくわく広

場と学童保育の両事業、これを検証しな

がら、さまざまな問題がありますけれど

も、放課後における子どもの居場所づく

り、また子どもだけじゃなくて、できた

ら大人の方も集まれるような居場所づく

りに今後も取り組んでいきたいというふ

うに考えております。

　それと、すこやかネットの今後なんで

すけれども、すこやかネットの補助金に

つきましては、大阪府からの補助が平成

１９年度をもって、すべてなくなるとい

うことになりますが、今後も継続的な活

動を行うためには、ある程度予算も必要
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と当然考えております。今後、金額は別

として何らかの形で補助なり、支援でき

るよう努めてまいりたいというふうに考

えております。

　また、地域コーディネーターにつきま

しては、地域教育協議会、すこやかネッ

トの推進役となるべき人材を養成する目

的で大阪府で行われました研修を受講さ

れた方であります。

　各すこやかネットでの役割の違いはあ

りますけれども、その方たちの持たれて

いる知識であるとかノウハウを生かして

いただき、すこやかネット、あるいは地

域教育の牽引役としてご活躍いただくこ

とを期待しておりますし、また支援して

まいりたいと考えております。

　先ほど申し上げましたが、今後の放課

後子どもプラン、まだどうしていくのか

というのは具体的には決まっておりませ

ん。まだ、これから検討していくところ

ではございますけれども、いろんな団体、

地域で活躍されている方が組織されてま

す、このすこやかネットとも、いろいろ

と協議しながら子どもたちの放課後の居

場所づくりに取り組んでいければという

ふうに考えております。

○嶋野委員長　小林参事。

○小林青少年課参事　１２番、子どもの

安全見まもり隊及び一声運動についてで

ございますけれども、子どもの安全見ま

もり隊につきましては、地域により活動

実態に温度差があるのが現状ではござい

ますけれども、この運動が効果を上げる

ためには、摂津市全体で取り組んでいた

だくことが、より効果があらわれるもの

であると考えております。

　その観点から、さまざまな機会で啓発

活動に努めていく必要があると考えてお

ります。

　しかし、どの校区におかれましても、

この子どもの安全見まもり隊の活動を具

体的にどのような場所で、何人ぐらいで

見まもればいいのか、いろんな疑問をお

持ちのことと思います。ＰＴＡや地域で

の意見交換はもとより、大阪府警察官の

ＯＢの方で組織されております子どもの

安全見まもり隊サポーターの派遣や大阪

府が今現在作成中であります子どもの安

全見まもりたい活動事例集などが活動の

参考になると思われますので、これらの

情報提供にも努めてまいりたいと考えて

おります。

　一声運動につきましては、一人でも多

くの皆さんが無理のない範囲で散歩や家

の周りの清掃など、ふだんの生活習慣の

中で子どもたちを見まもり、育てていく

という活動でございまして、成果につき

ましては数字や目で確認しにくい活動で

はありますけれども、草の根的な地域活

動の１つとして意義があるものと考えて

おります。

　これからも地域で子どもを守る観点か

らも一声運動を一声子ども１１０番とし

て位置づけ、子ども１１０番運動や子ど

もの安全見まもり隊の活動の中で取り組

んでいただくことが効果的であると考え

ております。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、いじ

めの問題についての教育委員会としての

姿勢ということについてお答えをさせて

いただきます。

　この点につきましては、教育委員会と

いたしましては、いじめを許さない環境

づくりということから、教職員のいじめ

に対する研修、それからとりわけ教育相

談体制の確立、児童・生徒や保護者に十

分理解をされる教育相談体制を打ち立て

る必要がございます。

　そして、さらにこの課題については、
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やはり学校だけではなく家庭、地域社会

など、すべての関係者が一体となってこ

ういったいじめを許さない環境づくりに

取り組むためにも学校がそういった、先

ほど出ております地域教育協議会等を含

めて地域の皆さんとともに、そういった

いじめのことについても取り組んでいく

ということが大事だという認識を持って

おります。

○嶋野委員長　高山館長。

○高山市民図書館長　それでは、１３番

目の質問に関連しました図書館の祝日開

館についてご説明申し上げます。

　祝日開館すれば、平日の場合より多い

利用が見込まれますが、現在、市民図書

館の方では土曜日と日曜日に開館してい

るほか、水曜日と金曜日につきましても

午後８時まで開館して、利用者の便宜を

図ってきておるところでございます。

　ちなみに北摂地区では、３市２町が祝

日開館をしておりまして、４市が未実施

の状況でございます。

　中央館の１週間の開館時間を見ますと、

摂津市は吹田市と並んで５２時間という

ことで北摂地区では２番目の開館時間と

なっております。

　また、祝日開館をしていない図書館の

状況を見てみますと、摂津市のように水

曜日とか金曜日につきまして夜間を午後

８時までとか、延長して祝日開館をして

いない分をカバーしている状況にござい

ます。

　それで、摂津市の状況をとりますと、

祝日開館を実施するに当たりましては、

現行の職員数の増員が必要であるという

ことと、それからまた細かい話になりま

すけども、光熱水費や昼間の管理委託料

等の経費も必要となりますので、現在の

厳しい財政状況からしますれば、今、し

ばらくは現行どおりの土曜日、日曜日の

開館でご理解をいただきたいと考えてお

ります。

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　ありがとうございました。

　それでは、順を追って３回目の質問を

させていただきたいと思います。

　まず、学力定着度調査委託事業に関し

ましてですが、学校間でのそれぞれの問

題点についてはデータをその学校に渡す

んだというふうにおっしゃっておりまし

たけども、これはそれなりの評価を入れ

て、そのデータを学校へ渡すということ

になるんですか。それとも、生のその採

点をされた結果だけを渡して学校で判断

をしなさいと、こういうふうにされてい

るのか、この辺が気になるところですけ

ども、あなたの学校は全体から見てこう

いうとこら辺が問題ですよということを

評価を入れたものをその学校へ返されて

いるのかどうか、その辺をちょっと気に

なるので教えてください。

　それから、生活に関しての問題点、特

に私が朝食のことを申しましたので、朝

食のことについて詳しく教えていただき

ましたけども、そのほかにもきっと、い

ろいろあるんです。もっと、いろんなこ

とを言っていただけるかなという期待を

しました。

　例えば、さっきのインターネットの時

間、これは非常にインターネットとかゲー

ムなんかもちょっと関連してくるかもし

れませんが、そういうものに時間を割い

ているというふうなことも結構調べられ

ているんじゃないかなと思うんですけど

も、そういう１つ１つは申しませんけど

も、しっかりその辺の問題点に取り組み

ながら対処をお願いしたいなと思ってい

ます。

　特に、こういう問題については、事業

の関連以外に学校と家庭、こういう連携
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が大変に重要になってくるんだろうなと

いうふうに思うわけですが、この事業が

平成２０年まで、この５か年で調査が行

われていくということでございますし、

この３つの目的を毎年しっかり調査、査

定を行っていただきまして、学校、家庭

この連携の中で摂津市の子どもたちに確

かな学力の定着をしっかりと取り組んで

いただいて、地域間格差、また学校間で

のそういう問題点をしっかりと明確にし

て取り組めるように、文字どおり、行き

たくてたまらない学校づくりに取り組ん

でいただけますように、これは要望させ

ていただきたいと思います。

　先ほどの１点だけ、ちょっとご答弁く

ださい。

　それから、２番目でございますが、特

色ある学校づくりについて、これは先ほ

どこういう冊子について、ホームページ

にも載せてますよということでしたけど

も、これ、学校のホームページは、一般

公表されてないのではないですか。学校

間同士では見れるように、確かなってる

と思いますが、確か一般公表してないん

だということを千里丘小学校の先生にお

聞きしましたが、これは一般公表してい

なかったら、公表していることにはなら

ないので、ホームページに載せるんだっ

たら一般公表をすべきだと。すると、今

度は更新をどうするんだという問題が出

てきますよ。これは、また学校にとって

負担になってくるもので、結局負担にな

るから公表しないんだというふうには思

うんですけどね。

　だけど、やっぱりその辺も含めて何か

委員会としてサポートして、広く市民に

もわかるようにすれば、せっかくつくっ

て頑張っているので、そういうことも考

えていただきたいなと思います。

　生きる力について、これはもうテーマ

としては大変大事なテーマでございます

し、しっかりとこれはもう教育長の方で

取り組んでいただいていると思いますけ

ども、よろしくお願いをしたいと思いま

す。

　それから、３番目でございますが、こ

のすこやかネットについてでございます。

教育委員会としての考え方としては、ゼ

ロ歳から１５歳という中での中学校の取

り組みなんだということでもございまし

たけども、非常に現場としては模索をし

ながらやっているという部分もあります

のでね。今、申しましたように、地域コー

ディネーターの立場についても、いろい

ろ入っているところもあれば、蚊帳の外

になっているという部分もありますし、

しっかりその辺の現状をつかんでいただ

きながら、しっかり市としてもサポート

をしていく体制をとっていただかなけれ

ば活性化しないんで難しいんですよ。だ

から、その辺はしっかり認識をしていた

だいて、やっぱりこのすこやかネット事

業は年をずっと重ねてきて、もう６年目、

７年目に入ってますので、効果のある本

来の目的であるこの地域との交流、世代

間を越えた交流がしっかりと、こういう

ことでできていくような、そういうすこ

やかネットになっていくように、これは

鋭意これからも努力していただくように

お願いします。これは、また折あるごと

に私も申させていただきたいと思います

ので、これは要望とさせていただきます。

　それから、４番目の不登校問題でござ

いますが、先ほどちょっと腑に落ちない

のは、小学校から中学校に上がる階段の

部分では摂津市は比較的少ないですよと

いうお話でございまして、小学校６年生

が７人に対して中学校１年生が１８人と

いうことでございまして、そんな少ない

のは、これはいろいろ手を、今やってい
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るから少ないのかということにつながる

のか。いや、少ないんだったら違う部分

での、いろんな対策を今、９９人の中学

生の不登校がいるということでございま

すが、１８人、中学１年生の不登校がい

たら、残り単純計算すると８１人が中学

２年生、３年生にいるということになり

ますね。ということは、中学校の高学年

になるほどふえるんだということであれ

ば、こういう階段の部分よりも、その辺

の原因究明をして、そしてその辺の手を

しっかり打っていくというふうに、手を

また新たに対策を考えていかんならんよ

うになるんではないかと思うんですが、

ちょっと今の説明と全体的な不登校の問

題点の中で腑に落ちないところがありま

してね、その辺を補足をして市の取り組

みとあわせてちょっともう一度ご答弁を

お願いしたいと思います。

　それから、５番目でございますが、い

じめに対して、これは認識をちゃんとし

ていただいているとは思います。しかし、

なかなかこれは発覚したときには大きな

問題になっているということが全国的な

問題でございますので、これは本当に鋭

意、しっかりと教育委員会も研ぎ澄ませ

て、そういう情報もしっかりとキャッチ

をしながら適切な指導を学校側に与えて

いただけますように、これは鋭意努力し

ていただくことをしっかり強く要望して

おきたいと思います。

　それから、６番目でございますけども、

この部活の指導者の専任委託について、

これは各学校でのニーズに基づいて要望

がありますよということでございます。

　今、最初にお聞きした第三中学校では、

バレーボールと吹奏楽ということでござ

いまして、野球がないんですね。これは、

以前にも議論に上がってました。実は、

地元のことを言うて申しわけないんです

が、千里丘地域ではソフトボールチーム

が各こども会、２チームあるわけですが

活発にソフトボールをやられてます。そ

の中で野球をやりたいという子どもが結

構いるんです、中学校に入るとね。だけ

ども、第三中学校には野球部がないとい

うことで、違うクラブに入るという場合

もありますし、どうしても野球部に入り

たい人は、そういう学校のクラブではな

くてシニアのそういうクラブチームに入っ

たりとか、以前には、こういうことは余

り申してはなりませんけども、第一中学

校には当時は野球部がありましたから、

第一中学校へ行きたいというふうな子ど

もたちもいました。

　そういうふうに、そういうのもちゃん

とニーズも調べていただいた上での、こ

ういう結果になっているのかというのは、

ちょっと疑問な部分もありますが、でき

るだけそういう子どもたちのニーズにこ

たえられるように、しっかりとこれは鋭

意努力をしていただきたいと思います。

　それから、選択制の、国が言うてるこ

とについて、どのように考えていらっしゃ

いますかということの答弁がなかったん

で、これだけは一度教えてください。ク

ラブに関連をして中学校の校区を選択制

にするべきではないかということが出て

きてるんですね。そういうことに対して、

どのように考えるかということをちょっ

とご答弁ください。

　それから、７番目のわくわく広場につ

いてですけれども、これは本当に市とし

て認識もしていただいているとは思いま

すので、これは現場も頑張っていらっしゃ

いますし、どうかイニシアチブをしっか

りとっていただいて、今、新しくまた事

業を発展させるというふうなお話もあり

ましたので、大きく展開できるようにしっ

かり努力をしていただきたいということ
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をお願いしておきたいと思います。要望

とさせていただきます。

　それから、９番目の児童支援プログラ

ムですが、今、三宅小学校と千里丘小学

校は、学校の交流をとおっしゃいました

けど、ちょっと私、聞き間違えたかもし

れません。学校交流をしているのは三宅

小学校と柳田小学校が学校交流をしてい

るんじゃないですか。こっち側の方は、

転校になってくるので、そういう対策で

はちょっとよくない、聞き間違えている

かもわかりませんが、その辺をちょっと

もう一度改めてご答弁をお願いしたいと

思います。

　それから、来年、早速この１年生に新

しく上がってくる子がいます。その保護

者の方からもお聞きしているのは、来年

入ってくる子が１年生になって２年生の

ときに転校になるということになります。

そういうのは、もうあれだから、ちょっ

と先に千里丘に行かせてもらえないかと

いうふうな声もちょっとお聞きをしてお

りますけども、そういう例えば６年生の

子はもう１年だったら、そのまま三宅小

学校、柳田小学校に行ってもらうみたい

なことも前の統廃合のときには、いろい

ろ出ていましたね。その辺のこういう柔

軟性については、どこら辺まで、どうい

うふうになるのか、一度この際、お聞き

できれば、ご答弁をお願いしたいと思い

ます。

　それから、幼稚園の保護者補助制度に

ついてですが、１万円に上がったのが公

私間格差としては狭まったということに

なりますけども、これは今までの議論の

中では、やっぱり上げるというふうな、

他市に比べると摂津市は茨木市とか吹田

市とかに比べると、やっぱり格差がつい

てまして、これは少ない、低い意味での

格差がついております。そういった意味

では少なくても据え置いて、下げるとい

うようなことはないようにしていただき

たいなと、これは要望としてお願いして

おきます。

　また、３歳児についても既に茨木市な

んかは支給をしておりますので、その辺

もあわせて今後、平成１９年度に向けた

取り組みの中ではご検討をいただきたい

と思います。これも要望しておきます。

　１２番目の安全見まもり隊に関連をし

まして、この子ども安全見まもり隊につ

いてもしっかりサポートしていただきた

いと思いますが、一声かけについてもちょっ

とこの１年ぐらいは何のＰＲもなかった

ような感じだと思います。子ども安全安

心都市宣言という宣言をした市でござい

ますので、一つ一つの施策について、特

にこの一声かけ運動についてもしっかり

展開をしていただきますように、今、一

声１１０番というふうに、またやってい

くというような答弁もありましたので、

これは要望とさせていただきます。

　１３番目の図書館、図書センターの開

館については、ことしの３月の答弁とほ

とんど同じ答弁でございました。

　それをもう一歩進めていただいて、こ

れは財政の問題、それから先ほど言いま

したが、やっぱり図書施設を充実すると

いうことは大事なんだという、この計画

の問題とちょっと相反する、子ども読書

推進計画、こういう問題とは相反してい

るところもありまして、駆け引きがある

と思いますが、この財政問題とあわせて

大事な課題として取り組みを一遍検討し

ていただきたいと思いますので、これも

要望としておきます。

　１７番、就学援助の受付関連でござい

ますが、一部個別対応をして時間をちょ

っとおくれてもいいというふうなことに

されたのかもわかりませんが、サービス
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という面から、これもやっぱり現状そう

いうふうに就学援助を受けられている家

庭というのは、どういう家庭なのかとい

うこともよく考えていただいて、工夫を

して、以前、水道部が時間をちょっとお

くらせて受付とかをやっていただいたと

いうふうな経緯もありますけども、そう

やってそれは職員の皆さんの了解が要り

ますが、そういうサービス面でそういう

合意ができて、例えば受付をもう１時間

延ばすとかいうことができるのであれば、

これもちょっと検討していただくように

要望しておきます。

　それから最後、１８番でございますが、

この余裕教室の話。これは、確かに子ど

もがふえてる地域もあるでしょう。安威

川以南の方は子どもがふえてるというと

ころもあるでしょうけども、市内全部が

そうだということではありませんので、

これは個別でやっぱり見ていただく中で、

なかなかふえない地域もあるわけですか

ら、そういうふうな地域については、ま

た考えを新たにしていただいて、こうい

う地域に開放をすることによって、また

地域の新しいそういう交流を小学校を中

心にしてつくっていけるという、そうい

う機会でもあるというふうにとらえて、

この空き教室の開放については、また大

きな課題として、これは取り組んでいた

だくことを要望とさせていただきたいと

思います。

○嶋野委員長　３回目、４点にわたる質

問であったかと思います。学力定着度に

ついてのデータについて、それと中学２

年生、中学３年生の不登校への対応、そ

れと三宅小学校から千里丘小学校への９

人のケアにつきましては、大路参事から

答弁いただきまして、選択制については

北野参事からいただきたいと思います。

　大路参事。

○大路教育総務部参事　それでは、１番

目の学力定着度調査については、これは

評価をしないでデータを学校へ返してお

ります。

　しかし、それを補うためにといいます

か、中間報告会をいつももって、各学校

から必ずその担当者に集まっていただき、

管理職にも集まっていただき、市として

の傾向と分析を示しながら各学校に対し

て、さらに取り組みをお願いする形をとっ

てきておるところでございます。

　続きまして、不登校の小・中学校の段

差の問題でございますが、これは中学校

１年生の数が少なくなったということは

実はご指摘のとおり、中学校２年生、中

学校３年生が平成１７年度、前年度に比

べてふえたという形になっております。

この分析につきましては、いわゆる小・

中学校の段差ということではなく、やは

り中学校での子どもたちの生活のありよ

う、学習ということと極めて結びつきが

強いということで、現在そういった意味

で中学校のこの課題について取り組みを

進めておるところでございます。

　最後に、児童支援プログラムの三宅小

学校、千里丘小学校の関係でございます

が、児童・生徒支援プログラムという形

では三宅小学校の今年度は３年生と４年

生が柳田小学校の子どもたちと交流をす

るプログラムとして実施をしましたが、

今後千里丘小学校の子どもたちについて

は、三宅小学校から千里丘小学校へ行く

一部の子どもたちと、その千里丘小学校

の子どもたちというよりは、学校間での

交流という形をとった方が望ましい。学

校同士で行き来をして、千里丘小学校、

三宅小学校というような形で取り組んで

はどうかという形で現在、考えておると

ころでございます。

○嶋野委員長　北野参事。
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○北野学務課参事　学校選択制と通学区

域制度の弾力的な運用についてというの

は、これは国の方から、以前から市町村

教育委員会に対して積極的な運用に向け

て検討をしろというような流れでござい

ます。最近の一番大きな流れといたしま

して、国は規制改革、民間開放推進会議

の答申におきまして、学校の選択制及び

通学区域制度の弾力的運用を積極的に図

るようにという答申もございました。こ

のことを受けまして、市の教育委員会内

部におきまして、このことについて議論

を行われ、摂津市の課題としまして近未

来的な課題として学校の選択制というの

は、これは教育委員会の中で論議してい

きましょうという結論になりました。

　あと、通学区域の弾力的運用の件でご

ざいますが、通学区域審議会答申をいた

だきまして、その答申の中に要望事項が

ございます。通学区域は、今の三宅小学

校の通学区域になるんですが、千里丘１

丁目、２丁目のお子さんが千里丘小学校

に、通学区域がこのように決定するが、

その個別ご家庭の事情、お子さんの状況

というのは、個別事情がある。この事に

ついて教育的配慮をもって対応されたい

という一文が入ってございます。これを

受けまして、我々は来年１月中旬に就学

通知を送らせていただきます。その同封

させていただきます通知書の中に指定校

変更及び区域外就学の申し立てについて

というような一文を入れさせていただき

ます。その中で今まで行っておりました

転居であるとか、新築等による転居移転

についての項目以外に、教育長が特段の

配慮をもって認めるというような状況、

教育的配慮をもって認めるという状況が

あれば、そのことについて一定教育相談

を受けた中で可否を判断させていただく

というようなお知らせも入れてございま

す。

　ということで、具体の千里丘１丁目、

２丁目のお子さんの件については、個別

教育相談を受けた中で我々が可否決定を

してまいりたいというふうに考えており

ます。

○嶋野委員長　藤浦委員。

○藤浦委員　学力定着度調査委託料に関

しては、各学校としっかり連携をとって

いただいて、しっかり計画どおりに、ま

た指導が進むようにしていただきたいと

思います。要望させていただきます。

　それから、先ほどの三宅小学校、千里

丘地域の一部の子どもたちについて、こ

れは特段の配慮をしていただけますよう

に、これもそういう要望が出てきてから

の話になるということでございましたの

で、要望をしておきます。

　それから、学校間の交流をするという

ことで、千里丘小学校と三宅小学校、三

宅小学校と柳田小学校は当然このプログ

ラムをやっていきますから、三宅小学校、

あっち、こっちと両方になるから大変に

ならないかなというふうなことも懸念が

ありますので、そういう負担にあまりな

らないように、その辺は配慮していただ

く中でしっかりと、これも進めていただ

きたいと思いますのでお願いをしておき

ます。

　最後に、先ほどの不登校の問題でござ

いますけれども、これは市としても本当

に大きな問題として今も取り組まれてい

ると思いますし、これもしっかり議会も

一丸となって、このことについては教育

現場とともに頑張っていかないとという

ふうに思っております。

　最後に教育長の方から、この不登校の

対策について、抱負というんですか、決

意を述べていただいて質問を終わらせて

いただきます。
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○嶋野委員長　和島教育長。

○和島教育長　不登校の問題についての

市の考え方といいますか、私の決意も含

めて総括的にご答弁申し上げたいと思い

ます。

　今日、子どもたちは個々それぞれに、

さまざまな課題を抱えておりますけれど

も、今問題になっております学校に来れ

ない、いわゆる不登校児童・生徒の問題

もその１つでございます。教育に携わる

私たちにとりましては、不登校児童・生

徒への対応は最重要課題だと認識もいた

しているところでございます。

　ご承知のように、不登校のタイプ、あ

るいは要因、これまでさまざま言われて

おります。説明もさせていただいており

ますけれども、遊び非行型、あるいは無

気力型、あるいは要因で言えば、今日問

題になっておりますいじめ、あるいは学

力でのつまずき、さまざまな要因がござ

いますけれども、本市におきましては、

平成１７年度から平成１３年度の不登校

児童・生徒数をベースにして、１７年、

１８年、１９年で半減していこうという

計画を現在進めているところでございま

す。

　平成１３年、ちなみに小学校５１名、

中学校１２８名、１７９名の児童・生徒

の不登校数でございました。本日の質疑

の中でご説明させていただいております

ように、平成１７年度では、例えば学校・

家庭連携支援モデル事業、あるいは不登

校対策、専任加配教員配置、あるいはス

クールカウンセラーの全校配置とか、平

成１８年度に入りましたら、第一中学校、

第五中学校に不登校支援協力員の配置、

あるいは小・中連携もきょうの答弁の中

で出ておりましたけども、その施策も進

めているんだと。各学校においては、そ

れぞれ組織的な取り組みを進めておりま

して、きょうも数字が何回か出ておりま

すけども、先ほど言いました平成１３年

度の１７９名が平成１７年度では小学校

３１名、中学校９９名、計１３０名まで

減ってきており、各学校で組織的に取り

組んでいただいている成果が、徐々にで

はあるが、あらわれてきていると思って

おります。

　子どもたちにとって、今日の社会環境

は大変厳しい。これは、もうずっと言わ

れております。本来、温かく子どもを包

み、守り、育てる家庭、あるいはお互い

に助け合いながら子どもたちを育てる場

である地域、その人間関係も希薄になっ

ています。それぞれの教育力が非常に低

下してきてるんではないかと危惧いたし

てるところでございまして、このような

ときこそ学校は子どもたちにとって心身

ともに安心していられる、そういう場で

なければならないと私は考えているとこ

ろでもございます。教育委員会も、その

ように考えております。

　本市においては、先ほどのご質問の中

にもありましたけども、平成１５年４月

から行きたくてたまらない学校、学びの

ある教室を目指し、子どもたちはもとよ

り、保護者あるいは地域の皆さん方から

信頼される、そういう学校づくりを進め

ています。

　この学校は、私たちが提起してますの

は、子どもが自分が大切にされていると、

そういうことを感じるような、実感でき

る学校。そして、自分がその教室で成長

していることが実感できる学校、そうい

う学校を目指しているところでございま

して、その実現に向けて今後も学校現場

等支援しながら、そしてまた学校現場と

協力しながら進めてまいりたいと思って

おります。

　学校教育の目的は、これも先ほどから
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出ておりますけれども、「知」、確かな

学力、「徳」、豊かな心、豊かな人間性、

そして「体」、健康、体力。これらをは

ぐくみ、子どもたちが生きる力をはぐく

む、子どもたちの生きる力を育成する、

そういうことが目的であると思っており

ます。

　私は、その中で何よりも、やはり子ど

もが自分に対して自信を持つ、持てる。

そして、強い心を持った人間に成長して

いってほしいと、そのように願っている

ところでございます。

　本日、種々な角度からさまざまな事業

についてご質問をいただきましたけれど

も、それらの事業が充実していくことが

今言いました、そのような子どもたちを

育てていく、これは学校現場だけではな

くて地域も含めて大きな課題であり、私

たちは教育委員会、学校現場とも協力し

ながら、また家庭、あるいは地域の皆さ

ん方の力をお借りしながら、ともに進め

てまいりたいと、そのように考えており

ます。

○嶋野委員長　子ども読書推進計画の進

捗状況につきまして、資料の要請がござ

いましたけれども、常任委員会としては

資料は要請いたしません。もし、各委員

からそういう求めがあった場合には適切

に対応していただきたいと思います。

　それでは、続きまして森西委員。

○森西委員　それでは私、文教常任委員

は初めてですので、勉強の意味におきま

してさまざまに質問をさせていただきた

いというふうに思っております。

　藤浦委員が事業に関してさまざまな質

問をされていましたので、私は決算書を

主に進めていきたいというふうに思いま

す。

　それでは、まず決算書５０ページ、５

１ページですが、教育費府補助金の中の

教育研修事業費等補助金ですけれども、

平成１６年度決算書並びに平成１７年度

予算書と見比べて質問をさせていただき

たいと思います。

　教育研究所の平成１６年度決算におい

ては、１１７万２，０００円掛ける２分

の１で、合計が５８万６，０００円と。

平成１７年度決算が６１万円掛ける２分

の１で３０万５，０００円という数字が

出ております。

　それと、学校教育課の方では、平成１

６年度の決算ではゼロでありました。平

成１７年度決算が５４万４，０００円掛

ける２分の１の２７万２，０００円とい

う数字が出ておりますけれども、この２

分の１を掛ける根拠は何なのかをお教え

いただけますでしょうか。

　続いて、まなびングサポート事業補助

金ですけれども、これも平成１６年度決

算が２６万１，０００円掛ける１０分の

１０の２６万１，０００円でありました。

平成１７年度決算が６１万円の１０分の

１０の６１万円という数字が出ています。

この基礎となる数字の差は何なのかを教

えていただけますか。

　続いて、同じく教育費府補助金の放課

後児童健全育成事業費の補助金ですが、

これは平成１６年度の決算が２，０７３

万３，０００円掛けるの３分の２で１，

３８２万２，０００円と。平成１７年度

当初予算では、これはまず括弧の１１６

万３，０００円プラス７９万４，０００

円括弧とじる、掛ける９校掛ける３分の

２、プラス１１６万３，０００円掛ける

２校掛ける３分の２で合計が１，３２９

万２，０００円と。平成１７年度の決算

が、１，７７５万４，０００円掛ける３

分の２で合計が１，１８３万６，０００

円という数字が出てますが、この平成１

６年度の決算と、平成１７年度の当初予
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算の複雑な計算方法、それと今回の平成

１７年度の決算で違うということを教え

ていただけますか。

　続いて、同じく教育費府補助金の障害

児支援事業費補助金ですが、これも平成

１６年度の決算が９４万４，０００円掛

ける２分の１の４７万２，０００円と。

平成１７年度の当初予算では９万６，０

００円掛ける１０人掛ける２分の１で４

８万円ということで、平成１７年度の決

算では１０５万６，０００円の掛ける２

分の１で５２万８，０００円というよう

な、計算方法が違ってますけれども、そ

の辺もお答えいただけますか。

　それと同じく教育費府補助金の子育て

支援のための拠点施設整備事業補助金、

これが平成１６年度が決算はありません

でした。平成１７年度の当初予算が１，

１２０万円プラスの２３４万３，０００

円掛ける１０分の２で合計が１，３６３

万６，０００円と。平成１７年度の補正

予算で１，１１０万２，０００円という

ことで、平成１７年度の決算の方が１，

３００万円掛ける３分の２、プラス１８

７万円掛ける３分の２で合計が９９１万

２，０００円という、これも平成１７年

度の当初予算、そしてまた平成１７年度

の決算と計算方法が変わっておりますの

で、これも教えていただけますか。

　続いて、平成１６年度の決算では生徒

指導サポート推進事業補助金というのが

出てまして、１０７万７，２００円。平

成１７年度の決算が出てないんですが、

これが出てないというのをなぜか教えて

いただけますか。

　同じく、平成１６年度決算では７８万

８，０００円、家庭教育支援事業費補助

金というのがあったんですが、これが平

成１７年度決算ではなくなっています。

この辺は、なぜなくなっているのか教え

ていただけますか。

　それで、同じく教育費府補助金の、先

ほどの藤浦委員の質問と重なるかもわか

りませんけれども、子どもの安全見まも

り隊事業補助金ですけれども、ちょっと

私が認識不足であれば申しわけないんで

すけれども、平成１７年度当初予算がな

くて平成１７年度の決算で６０万円掛け

る１０分の１０で６０万円というのが出

ております。これは、年度途中で補正予

算を組まれてというようなことであろう

と思いますけれども、今後平成１８年度、

１９年度というような推移はどういうふ

うになっていくのかというのを教えてい

ただけますか。

　同じく教育費府補助金の学校安全緊急

対策事業費補助金、これも平成１７年度

当初予算でなかったのが、平成１７年度

の決算では５１９万９，０００円出てお

ります。これも平成１８年度、１９年度、

今後どういうふうに補助金というのがなっ

ていくのかお聞きします。

　続いて、同じく教育費府補助金の地域

親学習支援事業費補助金ですが、これも

平成１７年度当初予算ではなく、平成１

７年度決算で１６８万１，０００円出て

おります。これも平成１８年度、１９年

度、そして今後どういうふうになってい

くのかお聞かせいただけますか。

　それと、続いて決算書６８ページ、６

９ページに飛びます。

　諸収入の学務課ですが、全国市長会学

校災害補償保険金ですが、平成１７年度

当初予算では６０万円であって、平成１

７年度決算では１，８２４万６，８３０

円と、これは補償保険金を支払われて、

それで入ってきたものだと思いますけれ

ども、これは具体的にどういうふうなこ

とであったのかお聞かせいただけますか。

　続いて、同じページに学校給食費負担
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金、平成１７年度当初予算が１億７，９

７１万円、決算が１億７，４４６万７，

３１１円と。約４５０万円の差が出てお

ります。その差というのは、どういうふ

うなものなのかお聞かせいただけますか。

　続いて、同じページの体育振興課の水

泳教室参加費ですが、これは平成１６年

度の決算で３，６０５万２，５００円。

それが平成１７年度当初予算では３，８

８４万７，０００円。平成１７年度決算

で４，０４５万７，５００円と、収入で

すから予算よりもふえるというのはいい

ことなんですけれども、これはふえてい

るということは参加人数がふえたという

ことなのか、徴収する金額がふえたとい

うことなのか。その辺、教えていただけ

ますか。

　続いて、歳出の方に行きます。決算書

２０８ページ、２０９ページですが、賃

金のところですね。校務補助嘱託員等賃

金の２，７０８万８，０００円ですが、

これは平成１６年度決算では校務員賃金

で６８９万４，０００円というのが出て

ました。これ、科目が違ったのかどうな

のか、金額がふえておりますので、その

辺、教えていただけますでしょうか。

　同じページで、交通専従員業務委託料

が下にあるんですが、平成１６年度の決

算が８４７万２，０３０円。平成１７年

度の決算が８５４万６，０１０円と。ま

た、平成１６年度決算では交通専従員賃

金、２３８万７，８５０円というのが出

てまして、平成１７年度決算では交通専

従員の、この賃金というのが出ておりま

せん。この辺がどうなったのかを教えて

いただけますでしょうか。

　同じページの報償費ですが、平成１６

年度決算では、２５４万６，４６０円が

平成１７年度決算では８９５万７，８８

０円と、かなりの額がふえております。

このふえたものは何なのかを教えていた

だけますでしょうか。

　同じページで、需用費の消耗品の教委

総務課の部分ですが、教委総務課の４９

３万７，５９３円、平成１６年度決算は

１，１３５万１，７４０円出ております。

これも、かなり金額が減額になっており

まして、それはなぜなのか教えていただ

けますか。

　同じページの委託料で文書集配業務委

託料、これが平成１６年度決算が４３万

６，８００円、平成１７年度決算が１４

２万５，５３０円と、約１００万円ぐら

いふえております。なぜふえているのか

を教えていただけますでしょうか。

　続いて、平成１７年度当初予算では２

５０万円の予算を組まれていましたトイ

レ特殊清掃委託料が、決算書では載って

ないのは、なぜか教えていただけますか。

　同じく、塗装足場組立委託料が平成１

７年度当初予算では５０万円組まれてい

まして、決算ではありません。それも同

じく教えていただけますでしょうか。

　同じく委託料の吹付けアスベスト等調

査委託料、これは平成１７年度当初予算

ではなかったんですが、決算で８５万２，

６００円が出ております。平成１７年度

補正予算で組まれたと思うんですけれど

も、これも教えていただけますでしょう

か。

　続いて、決算書２１２ページ、２１３

ページに行きます。

　教育研究所費の委託料ですが、平成１

７年度の決算では出てないんですけれど

も、図書システム入力委託料が平成１６

年度、５２６万５００円出ておりました。

その点も教えていただけますか。

　同じく委託料ですが、これも平成１７

年度決算では出ておりません。学校教育

情報化ポータルサイト構築委託料、これ
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が平成１６年度決算が１，２５４万１，

２００円出ておりました。この辺も教え

ていただけますか。

　続いて、これも平成１７年度決算は出

ておりません。平成１６年度決算に８万

円が出ておったんですが、講師派遣委託

料。これも平成１７年度ではなくなって

おります。教えていただけますでしょう

か。

　続いて、同じページの負担金、補助及

び交付金ですが、研究発表大会負担金が

平成１７年度当初予算では３万円出てお

りまして、決算では数字が出ておりませ

ん。なぜ消えておるのかを教えていただ

けますか。

　続いて、同じページの教育指導費の消

耗品費ですが、平成１６年度決算が２５

３万４，６８７円。平成１７年度決算が

１，４００万８，４１３円。これも教え

ていただけますでしょうか。

　続いて、同じく教育指導費の委託料の

英語指導助手派遣委託料、７４４万５，

１００円ですが、これは中学校で２５０

日、小学校で１４０日、派遣をされてい

るということですけれども、これはどこ

の学校に何人ほどで、それと派遣をされ

る以前と派遣をされてから、その成果と

いうのはどういうふうな成果が出ておる

のかお聞きします。

　続いて、同じ委託料の学力定着度調査

委託料ですが、これは先ほども藤浦委員

からも多くのご質問をされておられまし

た。先ほどの答弁を聞くと、各学校のデー

タは公表されないと。そして、教育委員

会から評価しないでデータを渡すという

ことをお聞きをしました。それでは、他

の市町村は、このデータを摂津市と同じ

ような形で返されているのか、もしくは、

学校に公表をされておるのか。その点を

お聞きをしたいと思います。

　同じく、委託料で講師派遣委託料、１

６万円、これは平成１６年度決算になかっ

たんですが、平成１７年度決算に出てお

ります。これも教えていただけますでしょ

うか。

　続いて、２１４ページ、２１５ページ、

負担金、補助及び交付金ですが、大阪府

在日外国人教育研究協議会研究集会負担

金、これは平成１６年度決算では３万６，

０００円出ておったんですが、平成１７

年度決算では出ておりません。これはど

うなったのかを教えていただけますでしょ

うか。

　同じページですが、大阪府小学校社会

科教育研究会三島大会負担金ですが、こ

れは平成１６年度決算にはなかったんで

すが、平成１７年度決算には出ておりま

して、これも教えていただけますでしょ

うか。

　同じページで教育研究会負担金ですが、

これも平成１６年度決算にはなかったん

ですが、平成１７年度決算には１０万５，

７００円が出ております。これも教えて

いただけますでしょうか。

　同じく、その下、学校・家庭連携支援

モデル事業補助金、これも平成１６年度

決算にはなかったんですけれども、先ほ

ども答弁があったのか、それと同じなの

かちょっとあれなんですが具体的にご答

弁をいただけますでしょうか。

　続いて、同じページの進路保障協議会

補助金ですけれども、１１万８，０００

円、これはもうすぐ１２月には大阪府議

会の方で、茨木東高校と鳥飼高校との、

大阪府教育委員会では新しい校名が発表

されましたけれども、その審議をされよ

うとされています。来年の春から統合さ

れて新校に鳥飼高校も統合されるという

ような形になりますけれども、その進路

状況、今現在わかる範囲で結構ですので、
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何か問題があるのかを教えていただけま

すでしょうか。

　それから、これは平成１７年度決算に

は出てなかったんですけれども、平成１

６年度決算では生徒指導対策費でスクー

ルサポーター賃金が１０７万４，０００

円出ております。これも教えていただけ

ますでしょうか。

　続いて、同じページの、人権教育指導

費の負担金、補助及び交付金ですが、教

育研究会負担金、これは平成１６年度に

なかったのですが、平成１７年度には１

１万１，０００円が出ております。これ

も教えていただけますでしょうか。

　続いて、次のページですが、２１６ペー

ジ、２１７ページですが、小学校費の学

校管理費の需用費、消耗品ですけれども、

平成１６年度決算が１，８２６万４，４

２０円。平成１７年度決算が２，０２５

万２，９６３円。これはふえた原因と、

どういうものが主なのかを教えていただ

けますでしょうか。

　続いて、燃料費ですが、平成１７年度

当初予算では６５万３，０００円。それ

が決算では１１５万５，０００円という

ふうに増額になっております。これは、

何か原因があるのか教えていただけます

でしょうか。

　続いて、委託料なんですが、平成１７

年度決算では出ておりません。平成１６

年度決算では管理委託料で１１３万４，

０００円が出ております。これも教えて

いただけますでしょうか。

　続いて、設計委託料で平成１６年度は

出てませんでした。平成１７年度決算で

４７万２，５００円が出ております。こ

れも教えていただけますでしょうか。

　続いて、次のページですが、これも委

託料の中の遊具点検委託料ですね。平成

１６年度決算ではなかったんですが、平

成１７年度決算では１１万５，９２０円

が出ております。これは、恐らく遊具点

検、危険であるということで予算を組ま

れて計上されたと思うんですけれども、

その点検の結果はどういうふうな結果に

なっておるのかをお聞かせいただけます

か。

　続いてその下、測量委託料ですが、こ

れは平成１６年度決算は出てませんでし

た。平成１７年度決算では６３万円が出

ております。これも教えていただけます

か。

　続いて、同じページのその下、使用料

及び賃借料の土地借上料ですが、平成１

６年度決算では１，４９３万６，４７２

円。平成１７年度決算では１，５３３万

６，６７０円。少しではありますけれど

も金額が上がっております。これは契約

を変えられたのか、それで上がっておる

のか、それをお聞かせいただけますでしょ

うか。

　続いて、備品購入費の小学校器具費で

すが、平成１６年度決算では１，４７８

万３，０３３円が、平成１７年度決算で

は２，８２７万６，９４３円と増額をさ

れております。これは、先ほども答弁を

いただいたＪＩＳ規格を購入するによっ

て増額をされたのか。また、違う要因で

増額をされたのかをお答えいただけます

でしょうか。

　続いて、下の補償金１５９万円ですけ

れども、この補償金というのは何である

のかをお答えいただけますでしょうか。

　続いて、教育振興費の負担金、補助及

び交付金に修学旅行費補助金というのが、

平成１６年度決算には１８４万８，００

０円あったんですが、平成１７年度当初

予算では計上されておりません。その点

は、どうしてなのかを教えていただけま

すでしょうか。
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　同じく、負担金、補助及び交付金で、

学校園協会負担金というのが平成１７年

度決算で出てないんですが、平成１７年

度当初予算では１万２，０００円、出て

おりました。これは、なぜなのかを教え

ていただけますでしょうか。

　続いて、扶助費で、養護学級児童に対

する扶助費の７２万５，０３１円ですけ

れども、養護学級というのは出ておりま

すけれども、これで、ろうあ学校、盲学

校に摂津市内から通われておられる人と

いうのは把握をされておられるのか。養

護学級に行かれてる方というのは把握は

されていると思いますけれども、そうい

うふうな方を把握をされておられるのか。

そして、そういうふうな方にはどのよう

な対応をとられておられるのか、お聞か

せいただけますでしょうか。

　続いて、２２０ページ、２２１ページ

ですが、保健衛生費の負担金、補助及び

交付金ですが、日本スポーツ振興センター

負担金、これは平成１６年度決算では３

９２万３，４８０円ですが、平成１７年

度決算では４２６万５，９８０円が出て

おります。これがふえた要因は何なのか、

教えていただけますでしょうか。

　続いて、同じページの学校給食費の需

用費の修繕料ですが、これは平成１６年

度決算が３，８２６万２３７円。それが

平成１７年度決算は１，１２３万２，７

０６円と、約２，７００万円少なくなっ

ております。なぜなのか、教えていただ

けますでしょうか。

　それで、同じページの賄材料費、１億

７，４１３万８，８９６円ですけれども、

この賄材料というのは選定はどちらでさ

れるのか、学校の方でされるのか、教育

委員会の方で購入先というのはされるの

か。もしくはこれが入札であるのか、随

意契約であるのかお聞かせを下さい。

　続いて、委託料の電動ダムウェーター

定期検査委託料というのが平成１６年度

決算には１８万７，１１０円出ておりま

した。平成１７年度決算では出ておりま

せん。これは定期検査というふうな文字

で出ておりますけれども、定期検査とい

うことであると平成１７年度が出てもお

かしくはないと思うんですが、その点を

教えていただけますでしょうか。

　続いて、負担金、補助及び交付金の水

道工事納付金ですが、これは平成１６年

度決算と平成１７年度当初予算では出て

おりません。平成１７年度決算で５６万

６，２５０円という数字が出ております。

これも教えていただけますでしょうか。

　続いて、２２２ページ、２２３ページ

ですが、中学校費の学校管理費ですけれ

ども、先ほど小学校のところでも話をさ

せていただきましたけれども、需用費の

燃料費が、中学校では平成１６年度決算

では２１３万４，８６０円。平成１７年

度当初予算が２７７万３，０００円。平

成１７年度決算ではさらに３２７万３，

２７０円という金額に上がっております。

この要因は何なのかを教えていただけま

すでしょうか。

　続いて、需用費、修繕料ですけれども、

総務課の分ですが、特に平成１６年度決

算では３，９７１万１，２７６円。それ

が平成１７年度決算は２，５８８万６，

８８５円、約１，３００万円、減少して

おります。減ることはいいんですけれど

も、その減ってる要因は何なのか教えて

いただけますでしょうか。

　続いて、２２４ページ、２２５ページ

ですが、委託料で平成１７年度決算では

出ておりません。平成１６年度決算では

１３９万６，５００円、監理委託料とい

うのが出ております。これはなぜなのか

を教えていただけますか。
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　続いて、同じページ、灯油タンク清掃

委託料ですが、平成１６年度決算では出

ておりません。平成１７年度決算で、こ

れ数字は少ないんですが４万７，２５０

円出ております。これは平成１６年度以

前からも灯油タンクの清掃委託というの

はなかったのか教えていただけますでしょ

うか。

　続いて、体育器具点検委託料ですが、

これも平成１６年度決算では出ておりま

せん。平成１７年度決算で４万８，３０

０円、金額は少ないんですけれども出て

おります。この点も平成１６年度以前か

らも、こういう体育器具の点検委託とい

うのはなかったのか、平成１７年度に急

に出てきたのか教えていただけますでしょ

うか。

　続いて、２３４ページ、２３５ページ、

文化振興費の委託料ですが、平成１７年

度決算は出ておりません。平成１６年度

決算で７３万６，１０４円、市民ギャラ

リー管理委託料が出ておりました。これ

もなくなったのがなぜか教えていただけ

ますでしょうか。

　続いて、同じページ、青少年対策費の

委託料、成人祭司会委託料が平成１７年

度当初予算では２万１，０００円計上さ

れておりまして、決算では出ておりませ

ん。これは、どういうふうにされたのか

を教えていただけますでしょうか。

　続いて、２３６ページ、２３７ページ、

使用料及び賃借料で、器具借上料ですが、

これは平成１７年度当初予算では金額が

出ておりませんでした。平成１７年度の

決算で５万４，０００円が出ております。

平成１６年度の決算では、運動用具借上

料で４万８，０００円が出ております。

平成１７年度の決算では、運動用具借上

料というのが出ておりません。これが同

一のものなのか、教えていただけますで

しょうか。

　続いて、負担金、補助及び交付金の大

阪府青少年音楽連盟負担金ですが、平成

１６年度決算で２万円出てたんですが、

平成１７年度決算では出ておりません。

それも教えていただけますでしょうか。

　同じく、負担金、補助及び交付金のミュー

ジックプラザ参加負担金、これも平成１

６年度決算で１万円出てたんですが、平

成１７年度決算では出ておりません。こ

れも教えていただけますでしょうか。

　それと、大阪府青少年指導員研修会参

加負担金、これも平成１７年度決算では

出ておりません。平成１６年度決算では

１万６，０００円出ておりました。平成

１７年度当初予算でも１万６，０００円

出ておりました。平成１７年度決算で出

ておりません。これも教えていただけま

すでしょうか。

　続いて、２３８ページ、２３９ページ、

公民館費の需用費、修繕料、これは平成

１６年度決算が１，８６１万１，９９６

円、平成１７年度決算が６４８万５，３

５９円。減ることはいいんですが、約３

分の１の金額になっております。これも

教えていただけますでしょうか。

　続いて、委託料ですが、一時保育委託

料、平成１７年度決算で８万７，０００

円出ております。平成１６年度の決算で

６万５，８３５円が出て、平成１７年度

当初予算では計上されておりません。こ

の辺もどうなのかを教えていただけます

か。

　続いて、委託料で、舞台吊物設備保守

点検委託料ですが、平成１６年度決算は

ありませんでした。平成１７年度決算で

４４万１，０００円が出ております。こ

れも教えていただけますでしょうか。

　続いて、委託料の防火対象物定期点検

委託料、これは平成１６年度決算では出
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ておりませんでした。平成１７年度決算

で１０万５，０００円出ております。こ

れも定期点検ということですので、本来

であれば平成１６年度以前からも定期点

検というのはあってもよかった、しかる

べきではないかと思いますけれども、そ

の点、教えていただけますでしょうか。

　続いて、備品購入費ですが、公民館器

具費、平成１６年度決算が１７６万７，

３８６円。それが平成１７年度決算では

２９万４，５３９円ということで、約１

５０万円ほど減になっております。それ

も教えていただけますでしょうか。

　続いて、２４２ページ、２４３ページ

ですが、図書館費、図書館総務費の委託

料ですが、これは財団法人摂津市施設管

理公社委託料で、平成１６年度決算が２，

６９９万９，２９２円、平成１７年度決

算が２，９４８万２，９００円という形

で数字が約２５０万円ほど上がっており

ます。上がる原因が何なのかを教えてい

ただけますでしょうか。

　続いて、同じページですが、図書館管

理費、需用費、修繕料ですけれども、平

成１６年度決算が３，２７１万４，８４

２円、それが平成１７年度決算では２６

１万９０円ということです。この減も教

えていただけますでしょうか。

　続いて、委託料のコンピュータシステ

ム保守点検委託料は平成１７年度決算で

は出ておりません。平成１６年度決算で

は１６９万４，７００円が出ております。

これがなくなっている原因を教えていた

だけますでしょうか。

　続いて、総合維持管理業務委託料、こ

れが平成１６年度の決算では５６０万７

００円で、平成１７年度当初予算では５

９０万３，４００円、平成１７年度決算

では３０４万２，３９６円ということで、

多少の開きがあります。この辺はどうい

うことなのか、教えていただけますでしょ

うか。

　続いて、害虫駆除委託料ですけれども、

これは平成１６年度決算では出ておりま

せんでした。平成１７年度当初予算でも

計上されておりませんでした。平成１７

年度決算で１２万５６６円が出ておりま

す。害虫が出て駆除で委託をされたとい

うのはわかりますけれども、それは平成

１６年度以前でも同じようになかったの

か。なぜ、平成１７年度に急に出たもの

なのかを教えていただけますか。

　続いて、委託料の特殊建築物調査委託

料ですけれども、これは平成１７年度決

算では金額は出ておりません。平成１７

年度当初予算で７万４，０００円出てお

ります。決算では、執行されておりませ

ん。これはなぜなのか教えていただけま

すか。

　続いて、設計委託料と監理委託料が平

成１７年度決算では出ておりません。平

成１６年度決算では、設計委託料が８４

万円、監理委託料が９０万３，０００円

出ておりまして、平成１７年度決算には

数字が上がっておりません。これはなぜ

なのか、教えていただけますか。

　続いて、２４４ページ、２４５ページ、

使用料及び賃借料ですが、コンピュータ

システム借上料、これは平成１６年度決

算では１，４５０万２，６００円。これ

が平成１７年度決算では１，８６６万６

００円、約４００万円ほど上がっており

ます。リースであれば同金額であるのか

なというふうには思うんですけども、こ

の上がってる部分を教えていただけます

でしょうか。

　続いて、２４６ページ、２４７ページ、

保健体育費の保健体育総務費の需用費の

消耗品費ですけれども、平成１６年度決

算が６６万９，１００円、平成１７年度
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決算が１１万８，０３３円ということで、

金額が下がっております。これも教えて

いただけますでしょうか。

　続いて、体育振興費の負担金、補助及

び交付金、体育協会補助金ですけれども、

平成１６年度決算１８２万９，０６５円、

平成１７年度決算が６２万４，０００円。

これで補助金が少なくなったということ

で、体育協会もしくはこの加盟をされて

いる団体から、どういうふうな反応があっ

たのかを教えていただけますでしょうか。

　続いて、同じページですが、スポーツ

講習会参加負担金、これも平成１７年度

決算では出ておりません。平成１６年度

決算で微々たるもんなんですが、２，０

００円出ておりました。スポーツ講習会

参加助成補助金、これが平成１７年度当

初予算で６万円出ておりまして、決算で

は出ておりません。このなくなっている

のはなぜなのかを教えていただけますで

しょうか。

　続いて概要の方に移りたいと思います。

　１３１ページの特色ある学校づくり推

進事業ですけれども、先ほども藤浦委員

がご質問をされておられましたけれども、

私は各学校、特色づくりということで学

校ごとでの特色はつくられておるのは理

解をしております。それでは、摂津市が

他市と比べて、特色ある学校づくりじゃ

ないんですが、特色ある教育づくりとい

うことは、どのように考えておられるの

かお答えいただきますでしょうか。

　続いて、学校体育振興事業ですね。先

ほどからも、これも藤浦委員さんからも

質問をされておられましたけれども、ク

ラブ選択制というようなことも話をされ

ておられましたけれども、実際にクラブ

に入っておられる加入率というのは把握

をされておられるのか。ただ、入ってい

て現実に帰宅部というような人が多いで

すから、現実が何人であるのかというの

が把握をされておられるのか。学校とし

て、帰宅をされる子というのは認めてお

られるのか。第三中学校なんかは、２年

生までが全員クラブ制になってるんでしょ

うかね。ちょっと、ほかの学校とかもわ

からないんですけれども、全員クラブ制

というのがどういうふうになっているの

か。その点もお聞かせいただけますでしょ

うか。

　続いて、適正配置に伴う児童支援プロ

グラム事業ですけれども、これは適正配

置に伴っての支援をするというところで

すけれども、現在、どのような形で動い

ておるのか。もし、可能であれば今後ど

ういうふうな方向で進んでいくのかとい

うのをお答えいただけますでしょうか。

　続いて、１４６ページですが、学童保

育事業ですけれども、今、新しく多くの

子どもさんが入られている地域におきま

しては、学童がいっぱいで、定員は４０

名ということで受け入れのときに来た人

数を定員とするということにはなってい

ますけれども、それを知らずに後から来

られた人というのは、待機状態であると

か、もしくは転入をされて入ってこられ

た方というのは待機状態になってるのが

現状でありまして、教育委員会としては

どういうふうな解消を今後考えていこう

としているのか、お答えをいただけます

でしょうか。

　続いて、青少年指導員事業ですけれど

も、大阪府の方で条例で未成年の夜の外

出する時間というのが規制をされるよう

になりました。その条例というのが施行

されても、なかなか守られておるという

のが現実的に見えないというのが実際で

あります。そういうふうな状況の中で、

青少年指導員さん、皆さん大変お忙しい

ところ活動をされてて、そういうふうな
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ところも指導をしていただいておるとこ

ろではございますけれども、なかなかそ

ういうふうな現実に子どもたちが夜遅く

まちをうろうろしてたり、もしくは少年

の非行というのが、なかなか少なくなら

ないというような状況の中で、摂津市は

その対策をどのように考えておられるの

かお聞きをしたいと思います。

　続いて、同じページ、その下ですが、

ミニキャンプ場管理事業ですけれども、

ふるさと公園では年間に５件、鶴野第２

公園では年間に１１件、利用されておら

れるということですけれども、私自身は

この数というのは少ないというふうに見

る方がいいのではないかなというふうに

は思うんです。現実に今後このミニキャ

ンプ場等をどのように考えていこうとさ

れておられるのかお聞きをしたいと思い

ます。

　その次ですが、１４７ページ、青少年

リーダー養成事業ですけれども、この青

少年を対象とする体験学習会や青少年健

全育成啓発の促進ということで、この事

業をなされておられるということで、実

際にどのように今後拡大をして、このリー

ダーを養成していこうというふうに考え

ておられるのかお聞きをしたいと思いま

す。

　続いて、こども会育成事業ですけれど

も、実際こども会への加入率が現在低下

をしているというのが現状であります。

自治会というのもそうですけれども、加

入率というのがどんどん減っておるとい

うのが現状であります。その加入率をい

かに上げていくのか。こども会にどんど

ん入っていただけるような、そういうふ

うなことをどのように教育委員会として

は考えておられるのかをお聞きしたいと

思います。

　続いて、学校体育施設開放事業ですけ

れども、今、市民の皆さんから聞いてお

るところによりますと、なかなかとグラ

ウンドがとれないという声が多くありま

す。

　事務報告書の中で、企業等体育施設利

用状況で、ダイキン野球場が年間５件で

あるというようなことで、ほかは３０件

から４０件、多いところでは５０件ぐら

いの開放件数があるんですけれども、そ

の５件というのは何かダイキンさん側の

方で、なかなか貸していただけるという

ようなことが難しい状態であるのか。も

しくは、市民の皆さんがそのダイキンさ

んを利用できるということがわかってお

られないということであるのか。ある方

から、こういうふうな意見があったんで

す。体育施設の開放状況を今現在、役所

の方に来て台帳を見るというような形に

なっていると思うんですけれども、それ

をインターネットで見ることができて、

それを見ると空きというのが家でもどこ

でも、役所まで来なくても判断ができる

と、そういうふうなインターネットで利

用状況を開放する。申請は難しいかもわ

からないですけれども、申請までできた

らいいんでしょうけれども、そういうふ

うなインターネットで利用状況を開放す

るということが可能であるのかお聞きを

したいと思います。

　ちょっと長くなりましたけれども、１

回目を終わります。

○嶋野委員長　暫時休憩します。

（午後２時５７分　休憩）

（午後３時２４分　再開）

○嶋野委員長　再開します。

　答弁をいただきます。

　馬場次長。

○馬場教育総務部次長　まず、決算書の

５０ページ、学校安全緊急対策事業費補

助金ですが、これにつきましては平成１
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７年度、１８年度、１９年度の３か年の

補助金でございまして、平成１９年度で

打ち切りというふうに大阪府には聞いて

おります。したがいまして、平成１９年

度には継続の要望を出したいと考えてお

ります。

　次に、決算書の２０９ページでござい

ます。賃金のうち、校務補助嘱託員等賃

金でございますが、校務員の配置につき

ましては、平成１７年度から配置の見直

しをいたしました。平成１６年度、中学

校正職２名、小学校正職１名の体制でご

ざいましたが、平成１７年度からは小・

中学校とも正職１名、非常勤１名という

ふうな形で行革の中の職員の見直しの項

目で見直しをした結果、非常勤の賃金が

ふえたものでございます。

　次、３番目、報償費の報償金でござい

ます。報償金につきましては、小学校の

受付ボランティアの報償金でございます。

　その次、消耗品の減でございますが、

平成１６年度におきまして、学校受付員

の安全対策の初年度の消耗品が一括して

上がったものなり、それと防犯ブザーを

貸与するために購入したものが平成１６

年度に計上されております。

　次、委託料の文書集配業務委託料でご

ざいますが、平成１６年度は再任用職員

の代替休暇のみシルバーに委託しており

ましたが、平成１７年度は再任用職員が

退職しましたので全面的にシルバー委託

といたしました。

　次、平成１６年度にトイレ特殊清掃委

託料があったが平成１７年度ないのはな

ぜかということでございますが、予算計

上はいたしましたが、アスベストの緊急

委託の予算が必要であったため、これに

つきましては未執行として流用させてい

ただきました。

　それと、塗装足場組立委託料でござい

ますが、これは校務員が校舎を塗装する

ための足場組立の委託料でございますが、

平成１７年度におきましては足場の組立

が必要ないところの塗装をいたしたもの

でございます。

　それから、決算書２１７ページの消耗

品費の増は、後ほど申し上げます修学旅

行の補助金を見直しした分の費用につい

て、消耗品等の充実を図ったものでござ

います。

　それから、燃料費につきましては、単

価アップに伴う増でございます。

　次、平成１６年度に監理委託料が出て

いた分につきましては、摂津小学校のト

イレ改修、耐震に係る監理委託料でござ

います。

　それから、平成１７年度の設計委託料

の４７万２，０００円につきましては、

鳥飼北小学校の給水管布設の設計委託料

でございます。

　同じく、遊具点検委託料につきまして

は、隔年で計上いたすため、平成１６年

度はございませんでした。

　測量委託料につきましては、味生小学

校の借地の返還に伴う測量委託料でござ

います。

　それから、備品購入費の小学校器具費

でございますが、これにつきましては平

成１６年度ふえましたのは、平成１７年

度におきまして小学校の生徒用の机、い

すの計画を前倒ししまして一括購入した

ための増が２，０００万円ございます。

そのためでございます。

　それから、補償金でございますが、補

償金につきましては先ほど申し上げまし

た味生小学校の借地返還に伴います建物

補償でございます。

　それから、平成１６年度におきまして、

修学旅行費補助金につきましては、先ほ

ど言いましたように業務の見直しの中で
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廃止したものでございます。

　それから、当初、学校園協会負担金が

計上されたが執行がないとなっておりま

すのは、これにつきましては学校園での

各種協会負担金を枠取りとして計上いた

しておりましたが、執行のなかったもの

でございます。

　次、決算書２２３ページ、燃料費でご

ざいますが、これにつきましては単価アッ

プに伴うものでございます。

　それから、修繕料でございます。平成

１６年度より大幅に減っておりますが、

平成１６年度におきまして、第一中学校

の防水の修繕が１，０４４万７，５００

円計上されたものが大きな要因だと考え

ております。

　それから、決算書２２５ページの委託

料の灯油タンク清掃委託料でございます。

これにつきましては、隔年で行うもので

ございます。

　それから、その下の体育器具点検委託

料、これにつきましても隔年で実施いた

すものでございます。

　遊具点検結果につきましては、これも

隔年で行いますが、３段階に判定いたし

まして、緊急を要するものは当該年度の

修繕費で執行いたします。緊急を要さな

い分につきましては、翌年度以降の修繕

費で行います。

　それから、決算書２１９ページの小学

校の土地借上料につきましては、千里丘

小学校に係る用地の借上料につきまして

毎年見直ししているものでございます。

○嶋野委員長　北野参事。

○北野学務課参事　まず、決算書６９ペー

ジ、雑入の全国市長会学校災害補償保険

金でございますが、学校事故に伴います

損害賠償請求事件、この判決がございま

した。この判決に伴います賠償額として

１，８００万６，８３０円ございました。

これに伴いますその同額の保険金が収入

されて、前年より多額の収入となったも

のでございます。

　続きまして、学校給食費負担金１億７，

４００万円と当初予算との乖離でござい

ますが、当初予算では当然ながら児童数

の見込み、きつきつには見込まないもの

でございまして、ある程度、余裕を見た

形で当初予算を編成いたします。恐らく

数パーセントの差になってくるのかなと

思いますが、その形で決算額と予算額に

乖離が生じたものでございます。

　続きまして、決算書２０９ページ、交

通専従員業務委託料でございます。平成

１６年度は交通専従員賃金とシルバー委

託の二本立てでございましたが、平成１

７年度からすべて交通専従員業務につき

ましてはシルバー人材センターに業務委

託したものでございます。

　続きまして、決算書２２１ページでご

ざいます。まず、日本スポーツ振興セン

ター負担金の増についてでございます。

これは、平成１６年度から平成１７年度

に対しまして掛け金、これが８４０円か

ら９４５円に増額されたものに伴う増で

ございます。

　続きまして、需用費、修繕料１，１２

３万２，７０６円が少ないのではないか

ということでございますが、これは平成

１６年度、千里丘小学校におきまして大

規模改修工事を行っております。ドライ

対応工事を行ったがゆえに、平成１７年

度決算は少なくなったということでござ

います。

　続きまして、その下、賄材料費、この

ことにつきまして調達方法についてのお

問でございました。調達の方法として２

種類ございまして、１つはスポーツ財団

で、米であるとか、醤油であるとかを大

阪府全体で、スケールメリットを働かせ
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て調達する入札方式の方法と、物資選定

委員会と申しまして、それぞれ肉屋さん、

野菜屋さんから見積もりをとりまして現

物を見て、それを調理員及び栄養士等が

吟味し、採択する。その選定方式に２つ

の方式でもって賄材料は執行いたしてお

ります。選定は、学校給食会で選定いた

しております。

　続きまして、給食用リフト設備保守点

検等委託料ということなんでございます

が、平成１６年度にダムウェーター委託

料というのがあったのではないかという

ことでございますが、電動ダムウェーター

という表現と給食用リフト設備という表

現は同一のことを申しておりまして、そ

れを平成１７年度の予算上、一括して計

上したものでございます。

　続きまして、水道工事納付金でござい

ます。これにつきましては、鳥飼西小学

校の調理員室にございますトイレの給水

が詰まったことによりまして、給水経路

を違う形で変えまして、道路側の本管か

ら接続することによって発生した水道工

事納付金でございます。

　決算書２１９ページの養護学級児童に

対する扶助費の関連でございます。養護

学級児童に対する扶助費で、ろう・盲の

お子さんの数を把握しているかというお

問でございます。ろうは２名、盲は１名、

あとは身体障害等で２４名という形で養

護学校に通っておられます。これは府立

の養護学校でございますので、就学援助

にかかわります制度は、そちらの方から

申請、受給されるということでございま

す。

○嶋野委員長　大路参事。

○大路教育総務部参事　まず、決算書５

０ページの教育費府補助金の教員研修事

業費等補助金の問題でございます。これ

は、平成１６年度につきましては教育研

究所が教職員研修をすべて一括をして取

り仕切っておりましたが、平成１７年度

から教員研修につきましては教育研究所

と学校教育課とで負担、両者でするとい

う形で、この補助金については、それぞ

れ金額を割った形で計上をさせていただ

いておるところでございます。

　算定の基礎になりますのは、その市が

持っています研修計画を府に上げて、そ

の中の２分の１を認めるという形になっ

ております。

　続きまして、まなびングサポート事業

でございます。これにつきましても、府

の１０分の１０事業でございますが、平

成１６年度よりも平成１７年度の方が、

現場の要求が高くございまして、そのも

とで１人１回１，０００円という形で大

学生をサポーターとして派遣する事業で

ございますので、積算を多く要求をしま

して、それが認められた形になっており

ます。

　続きまして、決算書２１２ページ、教

育指導費の需用費、消耗品費１，４００

万円についての中身でございますが、こ

の消耗品費につきましては、内容につき

ましては教務用品支給事業という形で中

学校の方の教科書の採択に伴いまして教

師用の指導書、それからそれに伴う児童

用の副読本等を合算した形でのものが多

くの部分でございます。

　続きまして、４番目といたしまして、

英語指導助手派遣委託料の件でございま

す。これにつきましては、中学校につき

ましては各中学校とも連続した１０週間

の配置をさせていただいております。

　小学校につきましては、この回数をそ

れぞれの学校に配布しておりますので、

少ない学校では５日間、多い学校では１

６日間を派遣する内容となっております。

　ＡＬＴの指導員の人数については、小
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学校は２名の方が派遣で回っていただい

ております。中学校は５名でございます。

　その成果につきましては、特に小学校

の方はいわゆる国際理解という形での英

語等を通してのものになれるということ

でございますので、子どもたちは、その

時間を楽しみにし、国際理解の教育に役

立っているものと考えております。

　中学校の方につきましては１０週間で

ございますが、ネイティブスピーカーに

よります派遣の補助教員でございますの

で、授業時間とあわせて適切に実施をし

ていただいているということでございま

す。

　続きまして、５番目の学力定着度調査

委託料にかかわってのご質問については、

他府県では学校ごとのデータ公表をして

いる自治体もあるというふうにお聞きし

ていますが、近隣の市で学校ごとのデー

タを公表している自治体はないというこ

とでございます。

　なお、この学力定着度調査そのものは

本市の単独の事業でございますので、そ

れぞれ市によって事業形態が異なるもの

というふうに理解をしております。

　続きまして、委託料の特に講師派遣委

託料の１６万円でございます。この委託

料の中身は、１つは適正配置に伴う児童

支援プログラムで大阪府青少年活動財団

に委託をしている分と、それからもう一

部は特別支援教育関係で講師派遣として

大阪自閉症支援センターの方に講師派遣

を委託している分の合算として１６万円

でございます。

　なお、この児童支援プログラムにかか

わってのご質問をいただきまして、現在

取り組んでいます内容は、三宅小学校、

柳田小学校では１０月１２日に３年生と

４年生が青少年野外活動センターの方に

行き、このジュニアハートプログラム、

支援プログラムを実施したところでござ

います。

　味舌小学校、味舌東小学校につきまし

ては１０月３０日、１１月２日に同じく

３年生、４年生でそれぞれ実施をする形

となっております。

　なお、今後につきましては保護者等の

お話し合い、ＰＴＡのお話し合いの中で、

さらに他の学年についてもこの事業を実

施をしていただきたいという声をいただ

いておりますので、今後についてはさら

に充実した形でのぞんでいきたいという

ふうに考えております。

　続きまして、決算書２１５ページ、大

阪府小学校社会科教育研究会三島大会負

担金といいますのは、これは毎年ではご

ざいませんので、何年かのもとで、この

三島の各市で順番にされていますので、

平成１７年度につきましては負担金のご

依頼があり、それにお答えをした形になっ

ております。

　その下の教育研究会負担金につきまし

ては、これも平成１６年度にはないもの

でございまして、従来は、平成１７年度

に補助金を出しております養護教育研究

協議会、それから在日外国人教育推進協

議会の負担金も合わせた形で出させてい

ただいてましたが、これを負担金の部分

は切り離して計上をさせていただいたも

のでございます。

　続きまして、学校・家庭連携支援モデ

ル事業補助金につきましては、これも新

しい事業として市が新規にした事業でご

ざいますので、午前中にお答えしました

摂津小学校と味生小学校の方にこの事業

を実施するに当たって１０万円ずつ補助

金を支給しているものでございます。

　続きまして、進路保障協議会補助金の

ことについての、鳥飼高校についての情

報でございますが、現在、進路状況につ
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いては各校、それから生徒、保護者に向

けて進路の希望調査を行っているところ

でございますが、現在まだ教育委員会と

しては集約は行っておりません。

　ただ、現在のところ旧一学区方面の学

校への大幅な移動というようなことはな

いという報告を受けているところでござ

います。

　今後、２学期末の懇談会前になりまし

て、各校が具体的な学校名をもって進路

相談を行うこととなり、府としての予備

調査が行われていきますので、情報とし

て入ってくるというふうに思われます。

　今後、中学３年生より新学区になりま

すので、市内５中学校で独自の進路学活

や進路説明会を行い、保護者・生徒向け

の情報発信を充実していきたいと考えて

おります。

　なお、摂津市の進路保障協議会では、

摂津地区の生徒の受け入れを考え、新校

の学級数の増加を要望しておるというと

ころでございます。

　続きまして、決算概要の特色ある学校

づくりの市としての比べる特色はどうか

というご質問にお答えをさせていただき

たいと思っております。この件につきま

しては、行きたくてたまらない学校、学

びのある教室づくりということを摂津市

の学校改革のテーマとし、その中身をさ

らに、わかる授業づくり、安心できる居

場所づくり、開かれた学校づくりという

形で３つの柱立てをし、研究委嘱、それ

からさまざまな連携をもとに学力向上と

子どもの居場所づくりに取り組んでいる

ところでございます。

　また、それを担う人材育成という形で

スクール広場、それから学校経営研究会、

初任者研修等の育成ということで、そう

いった特色を摂津市として出し、今年度

で４年目となります内容について教育フォー

ラム等で摂津市としての情報発信を続け

ていきたいというふうに考えております。

　続きまして、部活動の加入率のご質問

についてお答えをいたします。これにつ

きましては、各校の合計したものとして

はクラブの加入率は９３．２％というこ

とで、他市に比べますと加入率は高いと

いうふうにお聞きをしております。

　しかし、帰宅をしている者についての

把握ということについては、教育委員会

としては把握はしておらないところでご

ざいます。

　それから、全員クラブ制という形につ

いては、学校によって異なるということ

でございます。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　歳入の方の水泳

教室参加費の件でございます。平成１７

年度、事業といたしましては４期、各１

期３４クラスで実施しておりまして、平

成１６年度と比べて１期で約１００人ず

つぐらいの増加があります。特に子ども

たちのクラスが伸びたために相当な増額

となっております。

　ちなみに１期から４期までの平均定員

と応募の割合を見ますと、７３％の方々

に申し込んでいただいております。

　次に、市民ギャラリー管理委託料がな

くなったということでございますが、場

所をお借りしておりました千里丘駅前フォ

ルテ摂津内の金融機関が平成１６年１１

月末で撤退されたために賃貸契約を解消

したものでございます。

　続いて、決算書２４７ページの消耗品

費の件でございますが、これは体育指導

員の制服というのが２年に１度というこ

とでございますので、ちょうど平成１６

年度、１８年度と、こういう順序で来ま

すので、平成１７年度においては減額と

なっております。
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　次に、体育協会への補助金でございま

すが、これも平成１６年度まで味生体育

館の方に事務局員としてアルバイトを雇

用しておりましたが、引き上げまして、

その後、体育協会の事務局として補助金

を交付しておりましたが、その分、引き

上げましたので私どもの方で事務をして

おります。特に団体からのそういった苦

情もありませんので、事務局として今、

事務をさせていただいております。

　それから、スポーツ講習会参加負担金

の執行がゼロということでございますが、

これは主に体育指導員さんがニュースポー

ツの導入について講習を受けてこられて

おります。今は、ゲートゴルフ、あるい

はキンボールの２種目に力を入れており

ますので、今のところこの２種目で皆さ

んにニュースポーツの定着を図っていき

たいなということで、執行としてはしま

せんでした。

　それから、学校体育施設開放事業、あ

るいはダイキンさんのグランドの開放の

ことでございますが、平成１７年度から

一般開放を１２月、１月、２月の３か月

の第４日曜日に対応していただくことに

なりました。午前、午後の１日２コマと

いいますか、計６コマのうち５回の使用

があったということでございます。

　また、体育施設のインターネットでも

見られないかなということでございます

が、大阪府の方ではオーパスというんで

すか、社会体育施設、テニスコートとか

体育館とかについては現在導入している

市もあるんですが、これに加入するため

には相当な費用がかかることから、現在

導入は見合わせております。現状でご辛

抱いただきたいと思っております。

○嶋野委員長　小林参事。

○小林青少年課参事　それでは、決算書

５０ページ、青少年課の決算に係る部分

につきましてご説明させていただきます。

　まず、放課後児童健全育成事業費補助

金でございますが、これにつきましては

学童保育事業の運営経費に対します補助

金の交付を受けているものでございます。

　平成１６年度につきましては２０人以

上の入室児童のホームの補助に加えまし

て、３６人から７０人の大規模といった

ホームに対しても加算がございましたが、

平成１７年度につきましては補助金の算

出方法が変更となっております。

　平成１７年度につきましては、児童数

２０人以上の１１ホームに１校当たり補

助金額１６１万４，０００円掛ける１１

校の３分の２を掛けました金額が補助金

として交付されております。

　続きまして、障害児支援事業費補助金

でございます。これにつきましては、集

団保育をする上で加配が必要とされる判

定基準に基づく点数が３点以上の児童を

受け入れている学童ホームに対しまして、

大阪府から補助金を受けるものでござい

ます。

　本市の場合、平成１７年度、６学童保

育室での障害児を受け入れておりまして、

１名当たりの補助基準額１か月８，００

０円掛ける入室月数掛ける２分の１が補

助金として交付されております。

　続きまして、子育て支援のための拠点

施設整備事業補助金でございます。平成

１６年度につきましては施設整備はござ

いませんでしたが、平成１７年度は柳田

小学校と鳥飼北小学校の方で施設整備を

行いました。柳田小学校につきましては、

校舎外の拠点整備ということで補助基準

額は事業費と１，３００万円を比較して

少ない方の３分の２が補助金額。鳥飼北

小学校につきましては、校舎内の拠点整

備でございましたので、事業費の３分の

２が補助金額となっております。
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　続きまして、子どもの安全見まもり隊

事業補助金でございます。これにつきま

しては、通学路における子どもの安全を

確保するため、子どもの安全見まもり隊

の設置や活動に要する経費の補助金でご

ざいます。一校区当たり５万円を上限と

いたしまして１０分の１０の補助をいた

だいております。本市におきましても、

子どもの安全見まもり隊事業の中で、見

まもり中ワッペン等に活用させていただ

いております。

　これにつきましては、平成１７年度の

単独事業ということで聞いております。

平成１８年度につきましても市の方で参

加をしており、今後も継続した取り組み

となるよう取り組んでいきたいと考えて

おります。

　続きまして、地域親学習支援事業費補

助金でございます。あわせてご質問にあ

りました平成１６年度で出ておりました

家庭教育支援事業費補助金につきまして

は、平成１４年度から平成１６年度の３

か年補助でございましたので、平成１７

年度から地域親学習支援事業費補助金と

して子育てに不安を抱えておられる保護

者への啓発活動や親学習等に対する補助

金でございます。平成１７年度につきま

しては、子どもフェスティバルや青少年

リーダー事業、家庭教育学級事業等に補

助金の交付を受けております。これに対

します金額につきましては、事業実施に

対する対象経費の２分の１が補助対象経

費でございます。

　続きまして、歳出にかかわります部分

ですけれども、決算概要１４６ページ、

青少年指導員事業の大阪府青少年指導員

研修会参加負担金の執行が未執行という

件でございますけれども、これにつきま

しては毎年大阪府で行っておられます、

平成１７年度につきましては羽衣青少年

センターで行われました宿泊を伴う参加

負担金でございますけれども、開催日、

９月の上旬でしたけれども、この当時、

青少年子どもスポーツ大会の抽せん会と

日程が重なっていた点、また各校区での

事業等に日程が重なりましたので宿泊を

伴う研修会への参加者がおられなかった

ものでございます。

　続きまして、成人祭開催事業の司会委

託料の未執行でございますけれども、こ

れにつきましては新成人の皆様方で実行

委員会を結成していただいてるんですけ

れども、司会、花束贈呈、また誓いの言

葉等、新成人の中で手づくりの成人祭に

しようということで、こちらの方も司会

を新成人の方に行っていただきましたの

で、こちらの方の司会委託料というのは

未執行でございます。

　続きまして、青少年団体育成事業の大

阪府青少年音楽連盟、ミュージックプラ

ザの参加費についてでございますけれど

も、この２団体につきましては平成１７

年度から大阪府青少年音楽連盟活動が停

止されましたので、平成１７年度につき

ましては執行をしておりません。

○嶋野委員長　山本所長。

○山本教育研究所長　図書システム委託

料、ポータルサイト委託料、平成１６年

度は載っていたのに平成１７年度は載っ

ていなかったという件につきましてでご

ざいます。これは、どちらも国の緊急対

策雇用の一環の事業で平成１６年度のみ

の事業でございます。

　図書システム事業につきましては、全

学校で図書システムをコンピューターで

管理するものでございます。

　ポータルサイト事業につきましては、

市内各学校をつなぐイントラネットで情

報教育ネットワークを構築したものでご

ざいます。
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　研究発表大会負担金の３万円が使われ

ていないという件につきましては、この

年に大会がなかったので使用しなかった

ものでございます。

○嶋野委員長　平松室長。

○平松人権教育室長　決算書２１４ペー

ジ、人権教育指導費の中で教育研究会負

担金ですが、これは平成１６年度まで人

権教育研究会補助金の中に含まれており

ましたのを平成１７年度より別枠で出し

たものです。

○嶋野委員長　田川参事。

○田川生涯学習スポーツ課参事　２３８

ページの公民館費に係る需用費です。修

繕料が平成１６年度に比べて平成１７年

度が低くなってる理由なんですけども、

平成１６年度につきましては新鳥飼公民

館のエアコンの全面的な入れかえという

んですか、天井からつり下げるタイプの

工事をやりまして、これが１，０００万

円以上の施設改修費になっておりますの

で、平成１６年度は修繕料が高くなって

おります。

　それから、一時保育委託料が平成１６

年度で６万円程度が平成１７年度は８万

円になった理由ですけども、一時保育委

託料につきましては、公民館６館で子育

てのための講座を行ってるんですけども、

その際、一時保育をＮＰＯ法人に委託し

て実施しておりまして、受講者が多い場

合、どうしても一時保育を委託する人数

が多くなりますので、その分、委託料が

高くなっております。

　それから、舞台吊物設備保守点検委託

なんですけれども、これ平成１６年度は

実施しておりません。平成１７年度から

実施しておりますが、これは安威川公民

館２階の大ホールの舞台の上にある、い

ろいろワイヤーでライトとかバトンとか、

いろいろなもの、あるいはスクリーン幕

などのつりものがあるんですけれども、

このつりものが施設が古くなるにつれて

さびとか、その他いろいろ発生して故障

の原因になったり、あるいは最悪落下す

るようなこともありますので、それを防

止するために点検を行っていただいてお

ります。

　それから、防火対象物の定期点検委託

料でございますけれども、平成１６年度

は計上しておりません。平成１７年度か

らの執行ですけれども、これは平成１３

年９月に東京都の新宿区で雑居ビルの大

きな火災があって死亡者も多数出たんで

すけれども、この火災以後に消防法が改

正になりまして、平成１７年度から収容

人員３００人以上の集会施設については、

防火管理士による定期点検をし、それを

報告しなければならないということにな

りまして、１７年度から実施しておりま

す。

　それから、公民館器具費が平成１６年

度１７６万円、１７年度が２９万円と極

端に下がった原因なんですけれども、こ

れは平成１６年度につきましてはいわゆ

る宝くじの受託収入によるコミュニティ

助成金の交付をいただきまして、コミュ

ニティ推進にかかわるパネルとか、ある

いはプロジェクター等備品を購入したこ

とによりまして、備品購入費、公民館器

具費が決算額としては多額になっており

ます。

　平成１７年度につきましては、通常の

予算で公民館の器具を購入させていただ

いております。

○嶋野委員長　池上課長。

○池上青少年課長　それでは、学童保育

事業等についてご質問がありましたので

お答えさせていただきます。

　まず、学童保育室ですけれども定員４

０人でありますけれども、１人でも多く
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受け入れられるように、今、条例、施行

規則の方で年度当初において入所申し込

み状況等により、臨時に定員を定めるこ

とができるということを受けまして、１

月の一斉受付のときに申し込みをされた

方で入室基準を満たす方について、その

方たちをもって定員とするということで

受け入れをしております。

　また、受け入れ後の指導員の配置、体

制等につきましても、その人数をもって

いろいろと配置、施設整備等を行います

ので、年度途中に申請をされた方につき

ましては、次から次へ受け入れるという

ような体制にはなっておりません。

　また、今までの学童保育の人数の推移

等を見てましても、ここ一、二年でどん

どんふえてきているというような状況で

施設整備そのものも追いついていないと。

計画的な整備が追いついていないという

のが現状であります。

　今後、解消に向けた取り組みというこ

となんですけれども、先ほど藤浦委員の

ときにもお答えさせていただきましたけ

れども、今後放課後子どもプランという

のが出ておりますけれども、これがどう

いう形になるか、まだわかりませんけれ

ども、その部分も含めて放課後の子ども

たちの居場所づくり、学童、またわくわ

くを含めた中で子どもたちの居場所づく

りを考えていきたいというふうに考えて

おります。

　それと、青少年指導員のところで大阪

府の健全育成条例に基づくものが出てお

るかというご質問ですけれども、確かに

この２月１日に大阪府の青少年健全育成

条例の一部が改正されまして夜間の外出

禁止であるとか、ゲームセンター等の出

入りについて規制がされています。これ、

条例が施行されたときに大阪府から小学

校、中学校、高校であったと思いますけ

れども、全児童に啓発のチラシ、リーフ

レットを配っておられるということであ

ります。

　また、この青少年指導員の活動の中で

の取り組みとしましては、この１１月に

青少年特集号ということで広報「せっつ」

の中でこのことを少し取り上げ、また青

少年指導員の研修の中でこの勉強会を今

年度中に行って、また青少年指導員さん

を通じて広く地域に啓発し、また協力等

を求めていくというような活動を促進し

てまいりたいと考えております。

　それと、ミニキャンプ場の利用率とい

うか、利用件数なんですけれども、ふる

さとのミニキャンプ場が５件、鶴野が１

１件ということで、年々少なくなってき

ております。

　当初の設置の目的としましては、青少

年の活動団体、青少年ミニキャンプ場と

いうことで青少年の活動団体が飯ごう炊

さんの実習であるとか、キャンプ実習を

するための施設ということで整備いたし

ましたけれども、今現在青少年ミニキャ

ンプ場を使わずとも、どこかできる施設

がいろいろあること。また、飯ごう炊さ

んの実習とかが余り行われていないこと

などから件数が減ってきているところで

す。

　また、先ほど言いましたが、青少年と

名がついておりますので、この利用につ

きましては青少年関係団体ということに

限定しておりますので、だんだん少なく

なってきておるということです。

　今後、市民の方からもいろんな形で利

用できないかなというような要望もござ

いますので、今後多くの方に使っていた

だけるような形、利用していただけるよ

うなものということを考えておりまして

その部分につきましては関係各課とも競

技して取り組んでいきたいというふうに

－ 59 －



考えております。

　それと、リーダー養成事業なんですけ

れども、子どもがいろんな体験活動を通

じて連携とか親睦、また参加者の規律と

か構成とか、そういったものを培ってい

く事業でございます。参加した子どもた

ちは、本当に生き生きとした顔で本当に

よかった、勉強になったというふうに言っ

てくれてはおるんですけれども、あと本

当にリーダーの養成というのは時間をか

けて行わなければならないんですけれど

も、今現在その後の養成の受け皿的なも

のが今ちょっと整備ができていないと。

　以前は、青少年ボランティア協会とい

うのが摂津市にございまして、これは個

人の方が組織していただいてたわけなん

ですけれども、それが今現在ないという

ことになっておりますので、なかなか受

け皿をつくって、そこでまたさらに養成

をしていくというようなことが今現在で

きていないということであります。

　今後、先ほどの子どもプランとかも含

めまして地域の中学生、高校生たちが地

域の活動に参加できるような形に何かで

きないか、何かないものかというのを模

索していきたいというふうに思っており

ます。

　それと、こども会の育成事業で加入率

が年々低下しておるということなんです

けれども、この分につきましてはちょっ

ととどう答えていいのかよくわからない

んですけれども、実際今までのこども会、

地域のこども会活動を通じていろんな体

験をしてこられてきたわけなんですけれ

ども、今現在子どもたちの週末とかの過

ごし方ですね。いろんなクラブとか、ス

ポーツクラブとか塾とか、いろんなのが

あります。そういったことでだんだん加

入率が低下してきているのではないかと

いうふうに考えます。

　また、育成者であるとか、指導者の問

題等も含めまして今後、こども会、ほん

とに今の時代にあったこども会というの

をどうしていったらいいのかというのを

今のこども会の関係者とも話し合いなが

ら、またいろいろと考えてまいりたいと

いうふうに思っております。

○嶋野委員長　高田参事。

○高田市民図書館参事　まず、図書館の

委託料でございますが、財団法人摂津市

施設管理公社委託料は、鳥飼図書センター

の委託料でございまして、市の正職員が

１名移動になりましたため、１７年度か

ら正職員が不在で図書業務に支障を来さ

ないようアルバイト職員を管理公社より

２名採用したためでございます。

　修繕料につきましては、平成１６年度

に市民図書館の空調機器２，８４５万５，

０００円で単年度修理いたしました。１

７年度の修繕料で、ほぼ同額に近い２，

８４４万３，７２３円の減になっている

ものでございます。

　総合維持管理業務委託料につきまして

は、平成１６年度までは市民図書館で随

意契約をしていましたが、平成１７年度

より摂津市庁舎外総合管理業務として市

で一括契約いたしましたので減額となっ

ております。

　害虫駆除につきましては、鳥飼図書セ

ンターのゴキブリ等の駆除で平成４年の

開館から当初予算には計上いたしており

ませんでしたが、ゴキブリの発見により

まして急遽駆除の必要が発生いたしまし

たので予算を流用いたしまして実施した

ものでございます。

　コンピューターの保守委託料につきま

しては、平成１６年度に市民図書館のコ

ンピューターシステムを更新しましたが、

４月から７月分は使用期間ということで

８月から３月までの支払いとなり、あわ
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せて保守委託料は４月から７月で８月以

降はコンピューターシステム借上料に含

めたものでございます。そのため保守委

託料が１７年度決算では発生しなくなり、

コンピューター借上料も８か月分から１

２か月分になっておりますので、増額と

なっております。

　次に、特殊建物調査委託料につきまし

ては、平成１６年度１４万７，０００円、

平成１７年度７万４，０００円を当初で

計上しておりましたが、市の方で実施し

ていただきましたので不要となったもの

でございます。

○嶋野委員長　森西委員。

○森西委員　大変ありがとうございまし

た。全体のことが、よくわかるようにな

りました。

　それでは、今、全体的にはわかったん

です。わからなかった部分と、それとさ

らにちょっと聞きたい部分を質問をした

いと思っております。

　学力定着度調査委託の件ですけれども、

他府県ではデータを公表されておられる

ところがあるということで、近隣の市町

村ではないということであったんですけ

れども、やはり多くの人に公表を、これ

なかなか難しい、学校間の格差とかいう

ようなことも発生してきますので、これ

はなかなか難しい部分であろうとは思い

ますけれども、またその反対の意味では

公表することによって切磋琢磨をしてお

互い競い合って向上するという部分もあ

りますので、私自身はぜひとも公表をし

ていただいて、私もそういうふうなのを

見たいという部分がありますので、ぜひ

ともこれはよろしくお願いしたいという

ふうに要望としておきますので、よろし

くお願いします。

　続いて、進路保障協議会の件ですけれ

ども、これから調査に入って具体的なこ

とになってくるのかなというふうには思

うんですけれども、実際に鳥飼高校には

摂津市内から約１００名ほどの生徒が今

まで実際に通われてたわけなんですね。

今まで１００名、同じように今まで鳥飼

高校に行こうというふうに思ってた子ど

もがすべて新校に、新しいところに行く

のかという部分もあります。

　特に摂津からすると府立高校で、摂津

市には２つあったところが１つなくなる

ということで選択が１つなくなったとい

うことで、必ずそちらの方に、新校の方

にすべての方がということであれば問題

はないんかもわからないですけれども、

なかなかそういうふうなことにはならな

いですし、鳥飼高校も実際、去年春に定

員割れというようなことになってまして、

この辺はやっぱり進路保障協議会の方で

推移が見れなかったという部分もあろう

かと思います。

　ですから今まで既存にある学校でさえ

もそういうふうに定員割れが実際に起こっ

てた部分もありますので、新しく、また

全日制の普通科でもありませんので、普

通科の総合選択というような新しい制度

になりますので、ぜひともその辺はよく、

慎重に見ていただきますように。

　それと、やはり新しいところへ集中し

てもいけませんし、定員も割れてはいけ

ませんし、その辺は慎重によろしくお願

いしたいと思いますので、この辺は要望

とさせていただきます。

　続いてですが、特色ある学校づくりで

すけれども、今、お話をいただきまして、

私も以前から資料等も、また発表のとき

には寄せていただいておりますので、摂

津市の教育委員会がどういうふうなこと

をされているのかというのは理解をして

るつもりであります。

　ただ、このことがやはり特色のある学
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校づくりということは、市民にもやっぱ

りわかっていただかなければならないと

いう部分があろうと思うんです。摂津の

教育はすばらしいんであるというような

ことが多くの人に、また摂津市外の人に

も理解をしていただくということであり

まりすと、やはり摂津市の方が摂津市以

外の方に摂津の教育はすばらしいんだ、

こういうふうな特色があるんだというよ

うなことを話をしてもらわない限りは摂

津市以外の方、また摂津市もそうですけ

れども、摂津市以外の市民の方に理解を

していただくというのは、これはなかな

か難しいことだと思うんです。それをど

ういうふうに、まずそういうふうな流れ

になるようにもっていこうとするのかと

すると、やはり摂津市民の方にこういう

ふうな摂津市の教育はすばらしい、特色

のある教育をしてるんだという、わかっ

ていただいて、理解をしていただくとい

うのが大事であろうというふうに思いま

すので、この辺はぜひとも教育長に摂津

の特色のある学校づくりは、こうである

というような投げかけをどういうふうな

形でしていくのかという、教育委員会の

方で持っておられる考えをぜひともお聞

きしたいと思いますので、よろしくお願

いします。

　それと、続いて学童保育ですけれども、

今、お答えをいただいて、皆さんも実際

に年度途中から入るのは難しいというの

は理解もされておられると思います。放

課後、学校でいかに過ごしていけるか、

よりよく過ごしていけるかというご答弁

であったと思うんですけれども、この際

あわせて教育長にお聞きをしたいんです

けれども、教育というのは地域で教育を

育てていくものであろうというふうにも

思います。さらに、学校でもよりよい居

場所づくりをつくっていかなければなら

ないというふうなことであろうというふ

うに思います。放課後、学校で生徒が居

場所を、よりよい居場所づくりをという

ことになりますと、地域で言ってないと

いうことになってきますよね。その矛盾

を摂津の教育委員会とすると、地域で子

どもは育てていくという立場をとるのか、

学校で育てていくという立場をとられる

のか。これは、なかなか難しいと思いま

すけれども、そうでないと教育委員会の

方向というのは、どちらに向かっていけ

ばいいのかという、それが見つからない

と思いますので、その点、どういうふう

なお考えを持っておられるのかというの

をお答えいただけますでしょうか。

　そして、学校の体育振興事業ですけれ

ども、クラブ活動なんですけれども、全

員クラブ制をとっておられる学校と、とっ

ておられない学校があるということです

けれども、私は理由がない限り、全員ク

ラブ制であるべきであろうというふうに

思うんです。

　やはり、クラブでは努力を身につける

ことができます。我慢することを身につ

けることができますし、上下関係、上下

関係の中での過ごし方という部分が身に

つくことができると思うんですけれども、

今、クラブ活動でもなかなかと、すぐに

やめてしまうとか、生徒がやめてしまう

からなかなかきつい練習ができないとい

うような状況があるというふうなことも

聞いてます。

　ほんとに生徒が根性を持ってクラブ活

動を頑張るんだという生徒であれば、つ

らい練習にもついていけるんだろうと思

いますけれども、そういうふうな状況の

中でぜひとも全員クラブ制をつくってい

ただいて、今、学校によってクラブがあ

るないというような部分がありますので、

先ほど藤浦委員もおっしゃってましたけ
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れども、クラブ選択制という部分をぜひ

とも採用していただきたいというふうに

思いますし、それに小学校で将来はこう

いうふうなスポーツをして、もしくはス

ポーツ選手になろうというような子ども

さんが中学校に上がったときにスポーツ

がないと。そうなりますと、その子の将

来はそこで夢といいますか、希望がそこ

で絶たれてしまうわけですね。そういう

ふうなことがないように、あらゆる生徒

が、子どもが希望、夢を持てるような、

そういうふうな制度をぜひとも考えてい

ただきたいというふうに思いますので、

なかなかこういうふうなご時世ですから

難しい部分もありますけれども、ぜひと

もいい制度をつくっていただきますよう

によろしくお願いしたいと思います。

　続いて、青少年の指導員の件なんです

けれども、指導員事業の件ですけれども、

先ほどもご答弁いただきましたけれども、

なかなか世の中にはいろいろな、さまざ

まな目に映るものができてきて夜遅くま

で遊んだりとか、そういうふうなんが現

実であります。

　現実でありますけれども、それをどな

いしようもできないということであれば、

この際どうしようもないですから、それ

をどうにかやっぱし考えていかなあかん

と思うんですよ。

　この辺も教育長にぜひとも、あわせて

摂津の教育という意味でトータル的にご

答弁をいただきたいというふうに思いま

すので、どうかよろしくお願いします。

　こども会ですけれども、先ほど加入率

の低下ということで、なかなかこういう

ふうなご時世でこども会に入っていただ

くというような方が難しいというふうな

ご答弁をいただきましたけれども、これ

もこの世の中の難しい問題というのは皆

さんもご承知をされていると思います。

これも摂津の教育、まさにそのとおりだ

と思うんです。将来どうするかというよ

うなことであろうと思いますので、これ

もトータル的に教育長、すべて総括とし

てよろしくお願いしたいというふうに思

います。

　続いて、学校体育施設の開放事業です

けれども、大阪府のそれにはインターネッ

トでは費用がかかるということで、難し

いということですけれども、摂津市が独

自でそういうふうなインターネットに市

のホームページに載せれないものか、そ

の辺はもう一度、ご答弁をいただけます

でしょうか。

○嶋野委員長　答弁をいただきます。

　和島教育長。

○和島教育長　それでは、何点かのご質

問、まずトータル的にご答弁申し上げた

いと思います。

　１点目の、特に摂津の教育を摂津市内

の人々、市民の方だけではなくて、市外

の方々にどういうふうに理解してもらう

のかというようなことについての考え方

と思っておりますけれども、今日まで平

成１５年から摂津の教育改革、先ほども

言いましたけれども、行きたくてたまら

ない学校、学びのある教室の実現に向け

て施策に取り組んでまいりました。

　その中で、先ほど課長の方も答弁いた

しておりますけど、その３つの柱は確か

な学力と安心できる居場所づくり、そし

て開かれた学校づくり、これは子どもた

ちから、家庭からも地域からも信頼され

る学校づくり。そのためには、学校を開

いていかなければならないということだ

と思っております。

　そういう中で、これまで取り組んでき

ましたのは、先ほどのご質問の中でもイ

ンターネット、あるいはホームページと

いうようなお話もありますけれども、私
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どもでは、取り組んでまいりましたのは、

この間、１つには教育課程研究開発委嘱

校、３校を指定して、その中でそれぞれ

の取り組みをしていただく。

　そして、年度末には各学校が市外の先

生方も、学校の先生方も参加していただ

いて公開授業、あるいは研究協議を進め

ていくということをいたしております。

　そしてまた、もう１つ大きいのは、先

ほども出ておりますけれども、教育改革

フォーラム、毎年やっておりますけども、

これは先ほど委員の方からも参加してい

るというお話がありましたけれども、や

はり摂津市が取り組んでいる、そのよう

な事業内容、そしてその成果、これは皆

さん方に知っていただくと同時に、やは

り私は摂津市内１７校のすべての先生方

が理解していただいて、そしてそのこと

をさらに進めていくことでなければ摂津

の教育は上がってこないだろうと思って

います。

　そういうことでありますから、啓発と

いいますか、摂津の教育のよさをＰＲし

ていくには、やはり地道にそういう研究

発表会、そういうことを積み重ねていく

ことが非常に大事なんではないかと思っ

ております。

　また、これでも先ほどの話にも出てお

りましたけれども、確かな学力向上のた

めの研究づくり推進事業、府の補助事業

もあります。そういう場合にも、やはり

発表会もやっております。

　それで、特に私は今、この３年間、４

年目に入っておりますけども、１つは、

やはり大学の先生方に入っていただいた

というのが非常に大きいなと思っていま

す。これまででしたら、各学校でそれぞ

れに先生方が努力して取り組みを進めて

られましたけれども、この３年間、大阪

教育大学学長の長尾先生とか、京都産業

大学の西川信廣先生、あるいは各数学、

英語、国語でそれぞれ教育大の助教授の

住田先生にも出ていただいてますし、京

都産業大学の牛瀧先生、あるいは大谷女

子大学の教授の高村先生とか、そういう

方に入っていただいて、摂津の教育の方

向性をきっちり定めてきていると。その

ことをいろんな発表会の中でしていく。

資料も出していく、そういうことが、や

はりこれから広がっていく、摂津の教育

が高まるのではないかと思っております。

　それと２点目の地域、学校で教育の問

題で、学校で育てる、地域で育てるとい

うことですけども、先ほどもお話いたし

ておりましたけれども、今の状況の中で

学校の力だけで教育が進められるもので

はないと思っております。やはり、学校

を開く、これは特に学校開放とかいろい

ろ言いますけど、私はやっぱり一番大き

いのは先生方の意識を開くということが

一番大事なんではないかなと思っていま

す。

　地域の人たちに特色ある学校づくりの

中へ講師として入ってきていただくとか、

いろんな開き方がありますけど、私はそ

の中で特に大事なのは、先生方がやはり

地域の人たちの力を借りて、そのために

は今、問題になっております情報公開と

いいますか、外部評価の問題が今出てき

てますけども、学校協議会を設置、摂津

市でもやってますけども、その活動はま

だまだ弱いです。そういう外部の地域の

人たちの意見、第三者の意見も聞きなが

ら学校を評価して、そして次のステップ

へ進んでいく、そのような取り組みが必

要ではないかと思ってます。

　ですから、学校で育てるとか、地域で

育てるとか、そういう問題ではなくて一

体になって育てていくことが大事だと思っ

てます。
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　先ほどの答弁の中でも、その家庭の教

育力が落ちてる、地域の教育力が落ちて

ると言いましたけれども、学校もまた落

ちてるかもしれません。ですから、私た

ちは地域の皆さん方の意見も聞きながら、

まず学校がしっかりしていくんだと。そ

のためには教職員の意識改革をやってい

くんだと。そして、信頼される学校をつ

くっていく。そのことが、学校が家庭、

あるいは地域と一体となった取り組みを

進めていけるんではないかと思っておる

ところでございます。

　先ほどの答弁でも言いましたけども、

本日のご質問をいただいている事業につ

いて、多くの質問をいただきましたけれ

ども、青少年の健全育成まで同じことだ

と思ってます。私は、先ほど知・徳・体

のお話をさせていただきました。そして、

その中でも子どもたちが生きる力をはぐ

くんでいく。私は、その中でもとりわけ

自分に自信を持ってそしてほんとに強い

心を持った子どもたち、子どもたちが大

人になっていってほしいと思っています。

そのためには、青少年健全育成、それも

やっぱり地域のリーダーの方々の協力を

得ないと、これも学校の力だけではでき

ません。

　もう１つ大きいのは、やはり家庭、人

格形成の本当に基本は、私は家庭だと思っ

ています。ですから、家庭の教育力も高

めていく努力、そして地域の人たちの力

も得ながら子どもたちを育てていく、そ

ういう一体となって取り組んでいく。

　ですから、先ほどのご答弁の中でも多

くの決算書の中にも事業がございますけ

れども、子どもたちを育成していくため

の事業が載っておりますけれども、それ

らの事業を一つ一つみんなの力で充実し

ていくことが子どもたちを育てていくこ

とにつながっていくのだと、そのように

感じておりまして、教育委員会、地域の

皆さん、家庭とも協力しながら、そして

学校現場等支援しながら子どもたちの育

成、健やかな成長を願って取り組んでい

きたいと、そのように考えております。

○嶋野委員長　中岡次長。

○中岡生涯学習部次長　ホームページの

件でございますが、ホームページ担当課

とも協議、検討をさせていただきたいと、

検討していきたいと思います。

○嶋野委員長　森西委員。

○森西委員　今、ご答弁いただきました

けども、体育施設の件はよろしくお願い

します。

　総括的にお話をいただきましたけれど

も、やはり昨今、近所づき合いで隣の人

がだれが住んでるのかわからないという

ような状況で、隣近所でやはり、まずあ

いさつから、一声運動がありますけれど

も、まずあいさつからやはり進めていか

ざるを、物事は進まないんじゃないかな

というふうに思うんです。

　市長が人間基礎教育、その中にあいさ

つも入っておりますけども、恐らく皆さ

んもそうだと思うんですけど、住んでお

られる近所の子どもさんが実際に顔がわ

かるのか、わからないのか。わからない

方も実際に多くおられると思います。

　その子どもさんから、仕事をされてる

んで子どもさんから近所のおじさんや、

おばさんやというような形で見られてい

るのかどうか、まずそこからだと思うん

ですよ。それからスタートをしない限り

は近所づき合いもできないですし、会話

も進まないですし、それがやはり顔が見

えるようになって子どもの安心・安全と

いうのは保たれていくのであろうという

ふうには思うんです。

　市民にこれをというような形で進めて

いっても、やはりまず役所、庁内がまず
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何からスタートするか、あいさつからス

タートする。お互い、職員同士、庁内で

歩いて来られる市民の方々にも、まず職

員が率先してあいさつをするというのが、

まずスタートではないかなと思うんです。

それがあって初めて市民に、こういうふ

うな形で人間基礎教育でもあいさつとい

うふうなことを言われてますけれども、

まず率先して、みずからが、おのずから

が率先して行動しない限りは市民から見

て役所の中がしてなかったら何を言うて

んねんということになりますのでね、ぜ

ひとも、私もそうですけれども職員、きょ

うここにおられる皆さんもそうですし、

聞いておられる職員の皆さんもおられま

すけれども、まず率先してあいさつから、

まず入っていこうじゃないかということ

で職員皆さんにもお願いをして、これで

質問を終わりたいと思います。

○嶋野委員長　森西委員の質問が終わり

ました。

　本日は、これにて散会いたします。

（午後４時３７分　散会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。
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